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方言 調査 こばれ話

方 言 調 査 を して い る うちに 多 くの方 々のお話 や らア ドバ イス も

受 けて  後編 の発 刊 に こぎ着 け ま した。 この間 に も後編 には入 らな

か ったが  勿体 な いよ うな話 題 が一 杯 あ り そ の 中か ら幾 つ かを別

の  こぼ れ議 の資料 か ら抜 粋 した物 と 合 わせ て纏 め ま した。方言

調査 に取 り組 ん だ ため に 集 ま った大 切 な宝 だか らです 。

約 160纏 あ ります ので ふ るさ と 1日 跡  動 植 物  生 活  食物

人  子 供  労 働  神仏  夢 と ロマ ン の分 類 に して 案外知 られ

な い もの や  あ りふ れ て い るが 気 づ か ぬ ま ま に 通 り越 した よ うな

議 な ど もいれ ま した。今 は昔 の よ うな話 もこれ か ら何年 か先 には

又面 白 い話 題 にな るか も しれ ません 。

調 査 に ご協 力頂 いた皆様 に 改 めて厚 くお礼 を 申 しあげ ます 。

※ 所 に よ って は内容 が異 な る物 もあ る と 思 います が ご了 承 し

て下 さい。 方 言 も地 区 に よ り物 に よ りか な り 違 い もあ りま

す点 もご理 解下 さい。文 によ って は多 少 言葉 を付 け加 え して

あ ります 。現 在使 うとい けな い言葉 も少 し入 って い ます が

方 言 集 の性 質上 お許 じ下 さ い。

方言調査会編集
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野津原散言義

付録 こぼればなじ

所
=せ

じ



こばれ話   《1》  ふ るさ と

船 のつ いた……川船ん荷物 ぅ運ぶ船頭ん 竿ん先 ぃ野花が流れち

いたんか 一輪 ちいち ょつた。 日焼 け した顔ん笑みは周 りん緑 に

ゆ ぅ調和 しち絵 になる。 F船 が入 るど』 方言 も含めた大声が聞 こ

え る。荷物を下 ろす し 積む し 川辺 の小屋 はち ょいと賑わ うち。

船が着 く所 じゃき 河船 ち言 うよ―にな っち久 しい。

まとまつた地域か る水便を使 うち 他 とん交流 は大 けな役割 ぅ果

た しち ょつた ごた る。

(2)三 国境

むか し諏訪 谷 野津原の接点 じゃつた峠 人呼んで三国境 ち言

う。幹線道 と しち豊後文化だけ じの一 じ 西部九州の文化 も通過 し

たのだろ う。江戸期 にゃこの地帯 は肥後領 じゃつた。そん頃 ぁ多 く

ん人が ここ じよこい 北 に湯布 鶴見 夏の涼風 は格別。南 に九州

連山を眺め花咲 き鳥歌 う頃は 心を 目を慰 めて くるる。人情 の濃や

か さが周 りの人たちに残 っち ょつ ち 土地柄か もしれん。

三国境 と言 う場所が人 ぅ育てたん じゃろ―.

《3) 辻田堤

昭和 28年 に募集 した野津原八景の 4位 にはい った辻 田堤 は

昔 は塩見城 のあ った当時の内堀 じゃつた らしい。 そんあと拡大 され

ち今ん ごつな った ごたる。今 は世利川井路 にな っち管理 大 田 矢

の原 辻原 なんかん水田を賄 う。非常ん時 に抜 く栓 は松 じ作 る。水

ん ほ とば じる様 は見事  そん下を栓尻 ち呼ぶ。明治んはじめに土手

が決壊 しち大 田が大水になつた。そん被害 は野津原 ま じ広 まつ たち
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言 う。大 田ん家 もかな り流れち 下羽 じゃ庭 じ手が洗われたち言

う。 4位の記念 にナ ンキ ンハゼ 200本 を 植えコイ フナ ハ

エ  ウナギ も養殖 しち 遊園地 にす る予定 ち当時んニ ュースは伝

えたけん ど。

《4)瀬 戸越え難所

瀬戸越えす るにゃ陽のあ るうちに 夜 の瀬戸越え生命がけ ち

言 うくれ―難渋 しち ょつたそ―な。馬が足 ぅ踏み外 し上 りつむ る

と又谷 に ほ らけおつ る。山の寺が瀬戸 に向いち ょつためち解 り

向 きを変えた らそれか るは馬 も 落てん ごつ なった。幾百年 も

過 ぎち土地 も低 くな っち瀬戸越えよ り 土取越えが楽 にな っち

表 に出 るにゃ便利 にな った ごたる。そん頃 ぁ大 田 瀬戸 雨川

塩 出野ん コースが 多か ったよ うじゃ。瀬戸ん地蔵様が話 ぅしち

くるりゃ もつ ち っとゆ う解 るかん しれんが。

《5》 旗立て場

賀来 の祭 りがは じまると旗を立て る習慣 にな っち ょる。 9月 1

日か ら 11日 ま じ柿の木の台地 に 青年 しが立てた旗が風 に靡 き

そん度 に丸い環が柱 にあた っち音 ぅ立つ る。作柄を祈 り豊作を

祈念す る素朴 な行事 じやが 若い しの交流 も鶏飯 ぅ炊 いち ドプ ぅ

飲 む 束の間の憩 い。

夏の草 きり時期 にゃ若 い娘が好 きな しと 朝 し

め し合わせち一緒 に山に行 く。草 きりの楽 しい山

に ゃ恋 も芽生えち 躍 る胸の高鳴 りに悦 び も味わ

う。

旗を下 ろ しち打ち上 げ ぅしゅうや……若い人 はす ぐ決 まる。人

の心が通 じあ う時そこには明 日の 素晴 らしい飛躍 も約束 され る
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《6》 秋 葉 山

気品のある形を した山で どこか る眺めてん変わ らん姿。諏訪富

士 とん呼びよ った。古松の行儀 ゆ う並ぶ山ん頂 きにゃ 火伏せ神の

秋葉様 ぉまつ り旧盆 23日 に ゃ 中腹 じ山の形 した火を焚 いち供養

踊 り うした き 火災の発生がなかつ たち言 う。昭和ん始めに忠魂碑

が建て られた 日清  日露  シベ リア戦争 じ戦死 した人を奉 る。

昭和 22年 指令 じ爆破 したが塔 は崩れん じ 28年 に再建 された

。野津原八景の 7位 に入 っち ょる。今 は町立公園 に もな っち ょる。

《7》 鈴 が滝

水 しぶ きが晴天 の 日にはAfEに な るち言 う。高 さ 10メ ー トル深 さ

5メ ー トル.繁見城主が入道 しち法泉寺を開 き こん滝 ぅ修験場 に

したとか。滝の中程 に日輸月輸の刻みが あ り 小 さなウナギが生息

して いる。鈴のよ うに昇 るので名前がついたとか  このウナギを食

す と腹痛を起 こす と言 う。

野津原八景の 2位 にはいった。

《8》   石橋

矢貫か る伊塚 に上 る道 にかか る大 けな石橋が ある。一枚石 でかけ

られて参勤交代 当時に利用 した。二つの支え石 に も工夫が こらされ

ち 大水ん ときに ゃ水はけ もゆ う出来 るごつ 工面 されち ょる。そ

ん頃ん技法 に しちゃ素晴 らしい出来。川 そこも石板ん ごたるき大水

を逃がす工面 何 よりも大事 じゃつたん じゃろ ぅ。橋を渡 り伊塚の

石 だたみを 上 ると野津原が眼下 に眺め られ 宿場町の灯がチラチ

ラと人恋 うよ うに 灯 っていたのだろ ぅ。熊本か らな ら 4日 目の宿

明 日は いよいよ鶴崎に。
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〈9》 迫 ん谷

本 田 と福宗 今畑に通 じる幹線を迫ん谷 と言 う。城があ った頃の

武将や供 の者 たちが城 に入 り 前を通 り他の国 に行 く往時が偲ば る

る。人の語 らいが山肌 に響 き多 くの人が 話題を もって各地か ら

入 って くるだか ら諏訪は古 くか ら 生活文化が高 く人の暮 らしも

秀でていた ごたる。 くば地 に広 い場所があるき館があったんか そ

れ とん多 くの人が営み しちお ったんか。

猪ん ヌタバん脇 にゃひっそ リ リン ドウん花が咲いち ょる。隠 し田

のそばに ゃ石を ぐわゆ う積んだ跡 や っぱ器用 な しもお っち 自慢 し

なが ら 石積み したの じゃろ ぅ。 リン ドウは取 って帰 って もツカ ン

とか やつぱ野の花は野 におけ じゃろ―。 ここにあ りゃこす長 ぅ咲

く そ リーあやか っち城 じ過 ご した人 たちは  じっと眺めたか。

《10》 愛宕 山

1062年 に鷲が城が築かれ慶長 5年 に焼 き払われ るま じ 栄え

たが府内の小京都 と しての名前 もあ った。三面 に川を巡 らし南 の平

地を前庭 に 行政を したことも頷 けるける。仕 向武士が長崎や熊本

に ここか ら出張 したとか 西方 に武家屋敷 もあ リー帯には古 い碑や

井戸 も残 る旧跡が何か語 りたが るごた る。

当時の石段が ほんの少 し残 り 駕籠を担 いだ人 たちの行列が登 る

光景が走馬灯のよ うに浮かぶ。築城の際 に孝女 お き くと鷲を人柱 に

したことか ら 鷲が城 と言われ るごたる。昔 の物語

には悲 しい運命が秘め られているが 平和の影 には

常 に人の犠牲がある そげな こつ―思 う時幸せな今

に感謝せ にゃ 罰があた るで。
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《11) 野津原八景

昭和 28年 3月 当時発行 1年 を記念 した 野津原八景の募集があ

つちそ りゃ一人気をゆ うだ。 15日 間募集 しち 3853人 が投票。

一位が愛宕山公園が lo92票 。 2位鈴が滝で 755票  以下 3位
原村神社 737票  辻 田堤 434票  塚野冷泉 289票  宇曾岳神

社 242 秋葉山 166 員殻岳 48票  とな った。

こん ほか順 に下詰慰霊塔 たま りみず峠 大 田 88か 所 今畑発

電所  よ こどう 大峠 御所 の森  日向山 塩見城 稲荷神社 辻

原橋 胡亭鶴橋 野野台 田吹金比羅  日向金比羅 以上。 3月 の

23日 に抽選 して投票者のなかか ら 30人 に記念品  8か 所 には

賞金 と苗木が贈 られた。

(12》 市場古市

権現 白山神社 平野祇園神社 のお旅所が あ った 古市は市場 とも

いいよ った。物 と物 との交換す るアキナイ 庄 内や ら犬飼か るん物

が運 び こまれち 川を上 った海産物 もが い とあ った。市が立 ち神社

んお旅所は そん したちの集 まりには似合 いの催 し 人と人の知恵

ん触れ合 う心は昔 も今 も変わ らん ごたる。ある日人があらまりそ し

ち離散す る 野津原の市場はそんなことにスター トしたん じゃろ―

。現在の本町の東地域ん ごたる。

(13) 船 を繋 いだ

海産物 を積んだ船がはいると 米やア ヮ 大豆 麦を入れた俵が

船つ き場 に待つち ょつた。魚 昆布 なんか貴重品 じゃき何 日もかけ

ち 運ん じくる。帰り道は足取 りも軽いな一ちょこっと巌けたき。

何百年 も続いたけんど人の言い伝えかる 残され呼ばれちよる船平
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高台ん ぅ野津原 ぅ見渡す野々台はまさに高台 道 ぅ行 くと山と山

とんあい間の里に続いていたん じゃろ―。本田地区ん小舟にゃきっ

とそん頃 船が着いちょつたん じゃろぅ。

《14) 寺 町

野津原ん一角 に古 くか ら寺町ち言 う所が ある。家のなか った広 っ

ぱ にお寺が出来 た そん周 りに小 さい家が少 しずつ点在 した頃か る

みん なが寺町ちよん じ 家が よき―にな ったき権現村寺町ちな っ

た。明治 になってんそんまま名前が残 り 家がふゆると東 と西 に別

れ  それか る東 に又ふえち とうとう 5つ の班 に な った。

《15》 辻原日当たり

南向 き前面 に山を北 に山を背 に うけち 年間を通 じち 日当た りが

いい。水 にち った不便 じゃが高齢者ん多 い所 古 い歴史 もあ っち

5000年 も昔か る 人ん行 き来 も多か った ごた る。

日当た りんいい面ぬ利用 しち水路を引 き 米つ くりに

ャ揚水 ポ ンプの設備 も着 けた。ゆ う働 く日当た りが い

い 何でん実 ることか ら 長生 きす る しが多 くな った

ん じゃろ ぅ。

《16》 天神免

― の瀬河原を中心 に川の水 も多 く天気が続 くと 洗濯物を干す人

も多 い。天神様を奉 りそれ以外の物 はない事 か ら 天神免 と名づ け

られち ょつた。小高 い丘が愛宕山か ら延 び権現か らも背延び しち

ここに集まる。大水になると牟田まじ入りあとじ出来る寺町ん北側

まじ 河原 じ水ん美 しい赤坂川は人が集まれる 広い場所でんあっ

たごたる。

雖
了
笞
炒

ノ／
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《17》  道は影べ ら

庄屋 さんのふれ じ新 しい道 ぅ作 るき 山 ぉわけち ょくれち申 し出

があ った。貧 しいが欲 ぅは らん男は庄屋 さんの 言 うこた―気持 ち

ゆ う受 けた。隣ん欲深 ぇ男は『 代わ りん畑 ぅくるりゃいい』 ち言 う

た。庄屋 さん なお礼を言 うち望み通 りにす るち帰 った。

欲 ぅは らん男 は山は影 じゃき影べ らん畑 じいい 欲ば りん男は 日

当た りん いい畑が ほ しいち。やんが ち道 の測量が は じまった。道つ

くりに木を切 った き影べ らん畑 は 日当た りがゆ うな っち 日当た り

ん いい畑 は 日が当た り過げち 苦労す るごとな った。そ しち道 はそ

ん山ん影 ぅ通 った き便利がゆ うなった。

《18》  瀬渡 り道路

一 の瀬を渡 った行列はお陣屋を出発す ると二 の瀬を渡 り 新員か

ら川づたいに東 にすすん じ山際 に渡 る三の瀬を越えた:大水 じ越せ

ん時 もあ っち無理 ぅしち渡 った。アベ ト道 ゃ山の急崖 に道があっち

足 ぅ取 られち川 に落てた りしたき 道 中安全の祈願 もしたち言 う。

山際か る御堂前 ま じ行 く四の瀬渡 り 瀬を渡 らん じ殿坂か る中村

に出ち胡麻鶴 に くだる道 も使 う。御堂か る胡麻鶴 に出る五の瀬渡 り

じ 下 り少林寺前 じ六の瀬渡 りをす る。八幡田か ら七の瀬を渡れば

光吉で七瀬をすべて渡 るこち―なった。 との こと じゃ……

《19》   回洲 とめ ぐす

かわが曲が りくね っち水勢 じ出来 るツキマ ワシん反対側 にゃ 砂

が運 ばれ洲が 出来 る。川広が りに出来 ることか ら回洲がは じまった

。上詰ん メグス も当時の谷川 にゃそげな形成が  あ ったんかん しれ

-9-



ん。長 い年月の間に地殻 も変動 しち幾百年 もすげたき。村 と村が

合併 しち同 じ名前 じゃ不便 ち片方は回洲 に 片方 はめ ぐす に した

らしい。

《20》   たまりみず

水 に恵 まれず畑 どころ じあ った ここにゃ ちつ と一ん雨でん大

事 に しち生活 しよ った。溜 まる水 ぅ大切 にす る ち言 う水 に対す

る執念 はあそろ しいま じ―なつ ち ょつた。 その想 い考えが伝わ り

大切 にす る気持 ちに そん まま地名 にな っち しも ぅた。やんがち

工藤三助が井路を引いちか るは一遍 に水 に恵 まれち 昔ん苦労が

嘘ん ごたる夢ん世界 に。

1日 跡 ☆迷い道☆

繁見城 には間道が幾つ もあつち 折 々に外地か らの人を近づ け

ないために うま く道を外す方法が と られ た。一歩間違 うと回 り

道を しなが ら 数時 も過 ぎて元 の道 に出 るとか。知恵を生か した

守護人 のアイデアが後世 にまで生かされち ょつ た。 とすれば トン

ネル 空間  ジャングル も多種多様 にあ って 少 し動かす こと

じ全 くわか らん ごつなつち しま ぅ。起伏ん多 い山 じゃき大木一本

が見 なれた土地ん じと 初の進入者 に しちみ ると運命づ け られた

ん じゃろ― .
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野津懸波書難

付録 こぼればなむ



石 だ たみ

本 田 と原村の接す る一角 に『石畳』 と呼ぶ地名が ある 何 と響 き

のいい ことか。参勤交代時代 には石畳が敷 き詰め られち 今でん そ

ん名残 りが残 っち ょる。人の心 ぅ大切 に した地名 先人の苦労 した

石道 ぅいつ までん忘れん ごつ かん しれん。

矢の原お陣屋案

は じめは矢の原 にお陣屋を作 る予定 じゃつた。が水ん便利が悪 い

きチ ッ ト下 った野津原 に決 まった ごた る。 ここは各地か る集 まる要

所 じ防衛上か るもよか ったけん ど。そ リー霜 どけや ら人の集散す る

き病気ん心配 もあ っち。諏訪郷ん しにゃ表玄関 に したか った じゃろ

うがo本 田を座敷 に したか った らしいが。

鶴 崎街道

熊本か る鶴崎ま じにゃ他領 も通行 させち もらう 久住か る岡領

天領 そ しち野津原 に出るぬ『 鶴崎街道』 ち言 いよ った。久住 …長湯

か る日出に出 るぬ豊後街道 ち言 う。今市 も年月の間 ぇ道 もちっとず

つ変わ り 元 は北側 ぅ通 りよったが江戸時代 に 現代ん道 にな った

ごた る。水が不便 じ火事 も多 くそんため鍵 の手道 になった。行列ん

宿泊ん時 は外敵か ら守 るには大 きい役割 ぅ果 た した。

茶 屋場

旅ん じが長途の途中 じ休憩す るんが茶屋場  お茶を貰 い草軽 も買

うと言 う便利屋の店。す しや食べ物 もあ るき腹 ご しらえ も出来 た。

田舎 には珍 しい ミカ ンがあつた り 木 の椅子 に腰 ぅかけち話 も旅ん

道連れ世 は情 け。『 もちっと じ野津原 じゃな』茶屋の娘が『 す ぐで
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もう』 と指 さ した。盆地野津原 に泊 まって行 くのか 日が山にかか

り影が長 くな っち来た。上 っち来た しは一体み しち今市 ま じか 風

に揺 るる茶店ん旗 ももう古 ぅなつち ょる。

鋳物師釜

瀬 日の風 は夏 は涼 しいが冬 は身 も凍え る寒 さ 城か ら近道を下 る

と真 っ赤 に焼 けた鉄 に火花が散 る。 ここでは金物 の修理を したのか

上詰では刀剣を作 った記録が残 っている。地理的土 との関係や ら

諏訪中心地の奥の一角 として ふさわ しい場所であろう。松炭を入

手す ること も水を利用す ることも まさに理想的。当時 と しては目

を見張 るよ うな技法だつたかん じれん。そん また呼び名をそん まま

つ けち ゃるん も心 にき―。

豊 後 ん 岩戸

君 よ知 らずや我が故郷の七瀬川の上流 に造化の神の襲の跡 豊後

岩戸のそびゆ るを千古の昔地変のために 自然 に生 まれい出たるか

水な した る業 なるか見事 に切 り立つ岩  うつをの端 なる松林 うつ

をの川を見下 ろ して辻原ば るを真向 こ ぅに 立て られ し豊後の岩戸

七瀬の川 にゆあみせ し この村人 も今 になお不思議の扉の存在を知

る人 なきど日お しや。

死 して地獄 に落ちる時間魔の王の立 ち賜 い三国の峠と豊後 の岩戸

を 見 しことあ りや と問い賜 いその時岩戸を見 し人 は 極楽浄土 に

送 られて岩戸を見 ざるその人 は 地獄の責め苦 に合 うと言 う。古 い

よ りの伝説を今は大方消えはてて 自然 のな した る神秘の業を 知 る

人 なきど恨みなる。人 もし七瀬を湖 り千古の秘密を開か しめなば

造化の神 も喜 ばん。 ☆野津原夏子 《野津原在住)の 記述か ら
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の ろ し台

はるか鶴崎が手の届 くよ うに見え る 野 々台 には参勤交代の折 に

連絡す る『 のろ し台』があ り役所や武家 17人 が勤務 しち ょつ た。

石 ぅ敷 き詰めた屋敷ん周 りは竹垣根が あ り 冷 たい水ん出 る井戸 も

あ った。役入以外 は側門か る出入 り ぅ許 され 役所 に一般人が出入

りす る時 は草履 ぅ脱 ぎ伺 いを立てたち言 う。そん南約一町程ん場所

に『 のろ し台』がある。灰 トグ ぅくり抜 いた穴 じソコジ煙 りぅあげ

ち ょつた。雨ん 日でん濡れず に出来 た。

役宅ん周 りは肥後方式ん石垣を積み 中の沢 には高 くもない近 く

ん山の出水が湧いち流れち ょつた。井戸 のほかイノコもあ り屋敷奉

公ん しが水かたげ 岩下 船平 荻の鼻 に通 じる道 もあ り 六地蔵

もワカサ レに立 っていた。北 に抜 けると谷村 庄内 挟間に も。

動櫨 物 《1》 姿 消 した ウナギ

本田川にゃ魚ががいと住ん じょつた。巧みに竹竿 じ釣 る 穴つ り

テボつけ 夜 ぎり ところがある年に急にお らん ごつなった。な し

か あんまり取 りす ぐるき

'II下

りしたウナギが相談 したんか。川の

神ん祟 りか 川祭 りぅしち暫 く自粛 したやんがち姿 ぅ見せたとか。
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野津原波書難

付録 こぼればなじ



自然 の摂理を壊 した天罰か異変で稚 ウナギの 生 まれが少なか っ

たのか毒物を使用 したのか 共存の必要性を まざまざと想 い知 らさ

れ た こしじゃろ ぅ。

《2》 お伊勢 松

桑 の木鶴の台地 に長寿 した松がある。風 に葉をゆす り お伊勢信

仰か る伊勢 に参れぬ人ん為に 分霊を祭 ったの じゃろ ぅ。朝夕 の祈

り地域の発展を祈念 したん じゃろ―。高 さ 17メ ー トル横幅 20メ

ー トルを越す。根を張 り葉を繁 らした古松 は地 に葉先が 下 ろす と

大事変があるち言 う。 日清  日露 支那事変 なんかにそれが現れた

ごた る。別名根上が り松 しも言 う。戦 中に ゃ松根油 も取 ったき傷め

たん じゃろ ぅ。枯 れた姿 は哀れであ ったが。

《3) フツん血 止 め

田んぼん仕事中にゃ怪我 にフツ うもん じ青汁 ぅつ くる。血止 めに

なるきす ぐゆ―な るち習 うた。不便な時代でん厳寒 のそれでん畦 に

あ るき 目ざと く見つけちひっつ くる。新芽が出 るま じゃ古葉 は落

さん じ 天はそ りゅう与えち くれち ょつ た。灸のモグサに も根元ん

やわ らしい分わ 殺菌力 もあ るき使 られた ごたる。風 呂に入れてん

いい し餅 につ き込 む と こりゃまた うめ―。

《4》 桐を植え る

娘盛 り ぅ見す るごつ桐の花がふ くよか に香 る。娘ん生 まれた時に

植 ゆ ると嫁入 リタ ンスが間 にあ うちいよ った。 まつす ぐ延びたそん

先 に枝が別れ フジ色 ラ ッパ形の 下向 きの花の香 りは い じらしい

娘の心を察 しられ るよ う。そん桐 も今頃 はあん ま り植えん ごた るが

時代 の移 り変わ りは 人ん心 ま じ変えち行 くごた る。
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《5) イモ洗 い水車

井路の流れを利用 した丸 い箱ん水車  ゴロゴロと水の力を受 けち

回 る。 中にサ トイモが入つち ょる。皮む きす ると手がかゆ―なるき

水車 は そん代わ りうしち くるる。水車ん中 じイモが こす りあい周

りん竹ん に当た り結構ゆ うむける。 こん皮 は こん もうな っち いつ

んなかめ―か流れち ょる。

水車ん軽やかな音水の流れ リズムを奏で る 農村ののぞかな一面

ぬ垣間見 る思 い。サ トイモの利用度 は高 い それに も増 して白 くな

つたイモの うまそ ぅなスタイル.可愛 い娘のよ うで思わず食欲 もそ

そ る。

《6》 七 夕 とサ トイモ

七夕 の短冊 に願い事を書 く そん墨 うす るのにサ トイモん葉 に乗

った露が いいち言 う。朝 日にまるで水銀 のよ うに美 しく輝 いち ょる

水  葉をゆす ると左右 に揺れて動 く。葉 っぱをロロくと一か所 に集 ま

つ ち素直 に そん水 う硯 に受 けち色短冊 に書 くと 夢 とロマ ンが天

ま じ届 くごたる。

《7》 ナ ンテ ン種

各地を巡拝す る人が難を転ず ると荷物 の上 に 乗せたナ ンテ ンの

実が権現 で トキを開いている時 に ポ ロ リ落 と して溝に入 って しま

った。お茶 の接待を受 けた娘の髪 に一折 さす と 真 っ赤な実が黒髪

に映え た。心を込めて差 し出す茶の代わ りの里 に根づいたナ ンテ ン

は 地元 の人 に大切 にされ長 い年月の間に。今では家の周 りを囲み

その人 たちの無事息災を 念 じなが ら人の心 も慰 めて くれている。
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《8》 梅 の種

梅を食 うたあと舌で種を回 しなが ら日の中を左右 に動かす  さわ

やか に そん種を割 っちたぶ る。天神様 に罰 ぅ受 けるち食べん ごつ

しよ つた。 こん中には素晴 らしい栄養素が あるとか 見直されち ょ

る。一 の瀬河原天神免にゃ陸奥の国ん梅が植え られち ょつた。お粥

にゃいいパ ー トナー藤原系の移動 じ北国か る 移 されたのん万病ん

薬 じゃつ たきか。

頭痛ん時 コメカ ミに貼 ると熱を取 る 青梅 に塩 ぅつけち食 うた子

供ん頃 漬 けちえ ―と色が ち―た頃ハ ン ドか る引 き上げち 食 うた

時代。欠かせん もん じ竹ん皮 にニギ リメ シにゃ 絶対いる。戦中の

日の丸弁 当 も今思や懐か しい。

《9》 アゼ豆

田植え準備ん畦ぬ りが済む とアゼ豆植えは子供ん仕事。金づち じ

ポ コ ン打つ豆を入 るる馬糞や灰をか くる。蛙 に食われん為 じゃ。検

知 された水日か る広 さに税がかけ られた。 こん僅かな畦に実 った分

に ゃ税 はかか らん。ほんのち っと― じゃけん ど食料 になるもん な何

でん植えち 足 しに した時代 じゃつた。小作農家の懐を助 けち くれ

た もん じゃ。

《10)  ホ トトギス

昼夜鳴 くな-100o回 鳴 いちえ― と一食 にあ りつける 厳 しい

運命 ち言 うホ トトギス。冬は南 に渡 り春 に帰 って くる 自分 じゃ巣

を作 らん じウダイスん巣 に生み付 けち育てち もらう 習性があるき

食べ物 には恵 まれんのかん知れん。そげな人間 もあおるごたるけん

どなえ。千 に一 じゃあん まりむげね―な。
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(11》   フナのJEみ 取 り

田植えが済む と井路にフナが上 っち くる。牟 田井路 に夕方 になる

と若 ぇしが賑やか 中かがみにな っち両手 じサ グ リなが ら 手先 に

フナが ピリッと触 る。咄嵯 に掴む と大物が手の中 ぇ 持ち上 げた ら

パ シー とはねち落 ちた。すか さず 5 6歩 さが っち又手を入 るると

そん フナは じっと側 じよこ―ち ょる。田植え よこいん何 よ りん ご

馳走 若 い人ん心 は弾み水ん中んだ りも 一遍 に吹 き飛ぶ ごたる。

《12)  野津原神社ん楠

日露戦争ん戦勝記念碑ん周 りを整備 しち 植 えたんが楠の木。若

い芽が出ち葉を落 とすんが楠 防虫ん役 も果た しち くるる。子供ん

頃家 にあ った苗を植えたち言 う人が 当時ん町筋ん様子を語 る。大

半 は ワラブキの町 瓦葺 きん家を ヒヨケち言 う。火除 けん意味 じゃ

つ たん じゃろ―。火除け土手 は高 さが二間の防火山 じゃつた。火災

ん時火を食い止 めち ょつた。

《13》 里 程 木

道の里程 には時 と して大 きい本が植え られよ った。道 じるべん役

もしち くるる。木陰をつ くリー服す るにゃ格好ん場所  クヌギ エ

ノキ 松  杉  なんか も。岩下 に も名残 りが残 る旅をす る しが時間

の役割 も。 まさに生活の知恵 じゃつ た。夏 な らここま じとか冬 な ら

こき一 日が傾 くとか。生活のサイクル に生かされた里程木 も 年月

ん流れ に古 い歴史 は塗 り替え られちい く。
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《14)  ワラ逆さ葺 き

今年 は小麦か らがが いと一取れん じゃつ たき 逆葺 きに しゅう。

屋根 のつ くろいは早 ぅせん と雨が漏 りだす。 ワラを使い逆 さに重ね

ち短 い問な ら結構間 にあ うき 今年 はそん手当てをす るこち― した

。屋根ん あ っちこっち見ゆる白いな品 な悪 いが 応急的にゃ仕方 あ

るめ―。差 し替えちつかの間に西の空が曇 る 二三度雨 に濡 るりゃ

逆葺 き も周 りに馴染ん じ 一息つ ける。

生 活

☆★★★★★☆★★★★★

焼米ついた水車小屋

溝刈 りす るにゃ惜 しいけん ど排水が悪 い き ち っとXllり 取 っち焼

き米 にす る。夕暮れに刈 りとった稲をあや しち大 けな釜 じいる。す

ぐ車 に持 っち行 きツクと香 りのいい焼 き米が出来 る。つ いた ら籾を

離 しちサベた ら出来上が り。大 きい歯車を水ん力 じ回す水車 には

荷の出来 るの ぅ待つ しも話が弾み 娘が子守がて ら来て いるの も珍

らしい。三組 した娘が泣 きは じめた背の子を ドドル と 水車の音 に

あや さるるよ うにむ眠 って しま う。

流 れ 出 た大 水

明治 のは じめに生 まれた しが聞いた話 堤が切れち大水が出たと

伝え られ る。 1800年 頃ん事地鳴 りが しち途端 に水 石 木 草
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が一瞬に走 り流れた。 まさに瞬時の出来事であ り山に逃 げる者

大声でわめ く者 その中を牛が流れニ ワ トリが飛ぶ。神の怒 りか仏

の罰か天災地変か その頃はさまざまな語 りが流れた らしい。当

時の技術 天水貯めの設備であ った とすれば 無理か らぬ事だ う

ただろ う。

か くし国

繁見城 の隠れた田には流れ る水を うま く利用 して 米つ くりが

されて いた。水 は冷たいがおい しい米が出来 たであろ う。隠れて

作 る食べ るその味は別格だ ったに違 いない。田んぼの後が残 る今

の地形か ら想像すれば 人が住み欠かせ ない食料を少 しで も確保

す る 苦労が感 じられ る。冷水 日照不足で も労 した報 いがあ る

人 の幸せだろ う。 さらに畑 と してキ ビ アヮ 麦  ソバ豆 なども

植えたであろ う 石垣のあ とには人の労苦 と人を労 る美 しい花 も

咲 いたに 違わ ない。

諏訪 学校 に引 いた水

美 しい水が蛇 口を捻 ると出る 掘割 のイノコか ら水を運 び掃除

した 日に比べて なん と便利重宝 な ことか。鶴山か ら土管を繋 い

で途 中で水 の流れを調べ る タ ンクもつ いて皆で大切 に守つてい

た。道脇を牛馬が通 って も学校 の水道 と言 うだけで 皆が気をつ

けていた。学校 の横 に大 きいタ ンク そ こか ら竹の樋で引かれた

水 手を洗 い感激 した。

5    か やぶ き屋 根

小無 田に幕末 に建造 した と思われ るカヤブキ屋根 の家 人の温

もりが感 じられ る。かつて は直入郡石合 の うち宿であったとか。

３̈
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天秤棒を担 ぎ商 いの人 入れ薬屋 さんなどが 一夜の宿 に したの

か表では ウ ドンソバが 作 られて『 めんや』の名前が残 っている。

殿様行列 と店 とのバ ラ ンス も今見 ると懐か しい 絵を見 るよ うに。

朝地の方を上無 田 と呼び 今市で も南の方を上 と呼ぶの も肥後熊本

との関わ りか。

大掃 除

夏の盛 り暑 さを よけると雷雨の訪れで涼 しさを 大掃除の季節で

ん ある。 タタ ミを ツボに干 し床下を掃 き出す と 一銭銅貨を時折見

つ け出す。 ノ ミが追 いたて られち足 もとか るはいあが る。ロロく畳か

る出 るホコ リ 上手 に敷込み雑 申 じ拭 くと日の暑 さが全身 に伝わ る

大掃除ん検査 に ゃ村ん駐在巡査がサーベルん音 ぅガチャガチ ャ

いわせち区長 と来 た。 まっ白い服ん ボタ ンーつ はず さん じ 日覆 い

をかけた帽子を脱 ぐと暑 さに湯気が立つ。『 床ん下 も掃除 したか』

笑顔 も見せずに一 日言 うと『 美 しぅしま したJと 答えたぬ―聞 き

え―と笑顔が出た。検査済みん紙を門 口に貼 るとホ ッ ト安堵感 も。

勿論不合格 は次の 日にや り直 しであ った。

勉 強嫌 うた

竹刀踊 りに裏山か ら切 った女竹で間 に合わせ た 古老たちは学校

じいい点を貰 うと親か る叱 られた。頭がいいと上ん学校 に行 くと家

ん働 き手を失 うき。汗を流 しち田畑を守 る農家 にゃ 子供の力 は足

しにな っち ょつ たか ら。農家の子は農家を継 い じほ しい当時の親の

気持 ち。切 ない胸 の内 じ勉強がで くるとほん とは困 る。

しかたね―子供 も本当は勉強が よだ き ゅ― もあ るき

どつ ち も よかつたんか悲 しい時代でん あった。 ま

してや小作人 は尚更の こと。そげな時代 じゃつ た。

6
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ア ク汁 洗 た く

灰 のアクを垂 らして貯めた汁 は洗 た くに もつて こいの汚れ落 と し

と 盟 に取 って澄み切 ったアク汁で木綿衣類 の 汚れ落 と しには欠

かせ ない。古 い じだいか ら灰 はアク汁のほか 磨 き粉 と して も食器

仏具磨 きなどに使われた。生活の知恵を地 に行 く古老たちは アル

カ リ成分が きっと効果をあげるん じゃろ う。真 っ白い物時代 には不

向 きか も 先人の残 した知恵 は再 び世 に出ののでは。

サナポ リ

田植 えが済む と苗を洗い神棚 に供え る。無事終了のあいさつ と豊

作を祈念す る 苗半作 といわれ るだけに心配 りす るわけ。早稲上 り

がサナポ リにな ったとか その苗 も 3か 月過 ぎれば白 く枯れ るが

盆 の仏具磨 きに灰をつけて使 う。神 に供えそ して仏の役 に も立つ。

先人 の生活の知恵か も。

サナポ リには餅をつ くり世話 にな った家 に配 り 共 にその労をね

ぎ らい感謝す る。小麦の取 り入れの後の田植えだけに 農業 してな

い人 に も小麦 の取 り入れに悦 びを 分かちあい 日雇い人 には餅を子

供 に も送 り 牛馬 も長 い水の中の仕事 の疲れを癒 してやつた。

共 同浴場

井路 の水を上手 に利用 して取 り入れた 共同浴場があ った。当番

は交替 で沸か しその代わ リー番 に入 る。 7戸 の人 たちの裸 のつ きあ

いの生活が続 いて 古老 には先 にすすめ年若 い嫁 さんは終わ りにな

るが  水を十分 に使 い毎 日入 るか ら汚れはない。『 お じゃんカ ンな

どげ―な』『 いい加減 じゃわい』『 アーア』 と疲れを癒す欠伸が出

て 和やかなムー ド。は じめち来 た嫁 さんが入 ったク ドんはた じ

9

10
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婿 じょうが火を燃や しち ょる場なんか 心和む思 いが醸 し出され

ち ょつ た。

FH5回 を計 った税

街道 に立 ち並ぶ家は間 目が狭 く奥行 きが長 い。課税が間 口によ

ったので土地を買 う時で もうま く土地割を 利用 した者や実力の

差を垣間見 る思 い。古 くか らの財産家は実力 もあ り間日 も奥行 き

も広 いが そ うでない知恵者 は間 口を狭 く奥行 きを長 く 取 って

あ った。江戸期 になって出来た町は間 回のわ りに 奥行 きが ひろ

いのはその為である。

免 税 され た水 田

世利用井路開通の時に畑が日になれば米つ くりは 楽 になるが

その反面税が高 くな り水田に反対す る声 も。地主 も税の払込が多

くな り小作人 に買い取 りを 頼む傾向 も出た。税対策 と して五年

だけ税 を半額 にす ることにな り やつ と話合 い もついた。米の出

来 には畑作の苦労 よりず っとよ くな り 水 の有難 さを しみ じみ味

わ った。

頼母子講

昔 まとま った金を工面す るために頼母子講があつた。寺 などの

世話で大 きい ものか ら 小 さい地区での楽 しい企画の方法 など

欲 しい時 に優先 して使われ る利点が ある 勿論利子をつ けての払

い込みをす る訳だが 結構有意義 に使われていた。高 い ヒアイで

貸す ご隠居 もいたが一般 には 手軽 に出来て皆が楽 しく出来 るの

が喜ばれていた。 くじ引きの方法 も多種多様で思わず ため息を

もらした りの会 になつたことも。

11
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木 の内水 路

飲料水 には事欠かないが大火災 ともなれば それを救 う事 は難 し

い。江戸期 に入 ると加藤清正 は町作 りに力を入れ 道幅を広 く取 り

用心水を流す ことで初期消火 につ とめ る工夫を。 700年 頃に権現

に水を引 き残 り水を集めて 木の内を回 して古市 に出 し お陣屋 に

も構築 の必要上水防に生か した。水量 の少 ないのを増やすために

さ らにセキを設 けて井路の開発に努力 した。苦労 したことを領主 に

申告 したが認知 されないまま死去。その子が 28で 引き継 ぎ申請 し

た こと 76回  その偉業がや っと認め られたのが慶應 7年 。

子子孫孫 まで香料 と下付の証明を されたが 一回だけで明治時代

とな りその功績は消えて しまった。 200年 あま り資材をつ ぎ込み

守 って きた井路は そんな記録 は知 らぬよ うに美 しい水が流れてい

る。流域 50ヘ クタールに及 び当時を忍 び立て られた記念碑 で も

始 めか らの くわ しい事 は書かれてはいない。大正 7年  昭和 30年
被害 にあい再建の繰 り返 しで 現在の井路が完成 した。

お歳 暮

正月 に貰 うものにお歳暮がある 挨拶 に来 る人が決まって家族の

下駄や タオルを乗せて 子供用 に合わせ た下駄を見 ると日ごろは草

履をは く子供 も 小躍 りして喜ぶ正月の風情 によ く調和 してい る。

時 にわネルの腰巻 別珍の足袋 もノシ紙 の回 りか らはみだ して  し

ば ら く床 の間を飾 る。

イモが ま

南を受 けた木の下 なんかん崖を利用 しち『 イモが ま』があ った。

秋 に掘つたイモ ぅ小麦か らん敷 いた中に入れ 通気 と霜 よけ寒 よけ

14
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の上 ぅかけちワラ トビーをか くる。防寒 した貯蔵庫春先 ま じ食糧

ん一つでんあ った。床ん下や らモ ミガラや らイモが まか る 弓1っ

ば り出えち生ん ままか じり遊ぶ 子供ん □ん端 ぁ黒 く輪を け―ち

ょつた。

出針 は禁物

出か くゅうかち思 うとコハデが取れち ょる。そで日がホロロピ

ち ょる。針 ぅつ まめばいいが『 出針 は悪 い』 ち口やかま しい ぅ言

わ るる。慌てて修理 してん仕上が りが悪 い 針 の残 る危険 もある

ま してや 日頃ん心配 りがた らん。人ん心 の準備 ぅ諭 した もん じゃ

お 日待 ち

前ん晩か る泊 まっち太陽 に感謝す る祭 り 万物の恵みを受 ける

気持 ちん現れ じゃつた。座前 に集 ま り曲海の ご馳走 と餅を供え る

。集 ま溢 しも湯を沸か しち身を清め る。夜食 にはぜんざいがふ る

まわれ夜明け :こ  豊作 と作物 に感謝 して刑れ る。元々地主が小作

人 に頭張 って田畑を作 らせ る 感謝 のぶ にまい酒 じゃつただろ う

が 帰 りに家族 に餅を持たせた心配 りに 電ヽ作人 もは りこんで動

く気持 ちを醸 しだ したん じゃろ う。厳 しヽヽ小作人の暮 しが忍ばれ

て情 けの多 い地主の心意気 も。

17
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食 べ物 (1) 赤 飯 とナ ンテ ン

赤ん坊が生 まれたお祝 いに赤飯を持 って来て くれた。滅多 に食べ

られ ない赤飯重箱 にいっぱいつめて 鮮やかなナ ンテ ンの葉が その

上 に添えて奥 ゆか しい。ナ ンを転ず るとか薬効 もあ り『贈 り物で充

分気 をつ けていますが  もし腹痛を起 こ した らナ ンテ ンを煎 じて治

療 してほ しい』 旨の心配 り。

家族が揃 った ら皆で祝 ってあげよ ぅ お返 しには自紙 ゃお茶を入

れて返す。『 何事 もあ りませんで したJと 白紙が語 りご馳走で した

とお茶が愛 で る。心 に くい仕種が人情 と夢の中にロマ ンも感 じられ

て‐‐‐・・・

(2》 武 家屋 敷 の水

鷲が城全盛期 の頃にゃ日東に武家屋敷が あ った。 白山権現や天徳

寺なんか含 めち 6寺 あ り 特 に丼戸水 は冷 た く格別 じゃつた。井戸

水 ぅ汲む ツルベん音が道行 く人 に 一層水 とそれを汲む美 しい女性

を連想 もしたよう じゃつた。広 い屋敷 の中に命を繋 ぐ水 は長 い問

大切 にそれ に物乞 い人 に も裏 口で そ っと与えた とか。夏の暑 さに

身 も心 もす っか り涼 しさわ味わい 感謝 したことだろう。田んぼの

あち こちに残 る遺跡 にはそんな人 の心の花が  そつ と咲いて いるよ

ぅ今で も。

《3》 ヤセ ウマ

小麦がよき―取れたき食い延ば しに助か るbた まにや変わった物

とダ ンゴにこねち延ばすと苑でる。そリーきな粉 ぅつけち独特な味

歯 ごたえ、夏ん暑い時荷物いっぱい背に坂道 ぅ上 っちきた馬 暑さ

に舌をベ ロペ ロ出 しち ょつたんが 今作 ったのにゆう似ち ょる。ヤ
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セウマ本 当に ピツタ リん名前 皆 も頷 いた。 きな粉をまぶ したャセ

ウマ夏の食べ物 にゃゆ う似合 う。

《4》 ダ ンゴ汁

豊 後 ん 名 物 じゃが こね ち割 いち入 れ るな ― ち ょい とコツが い る

まあ本 当 の ダ ンゴ汁 かん しれん な。 イ リコん 出 しにぁ り合 わ せ の野

菜 が ゆ う似合 うき。 そ リー栄 養 もあ る消 化 もい 場ヽ飲 きだ ち もしヽ もヽ し

冷 て ぇの も 温 めてん これ又 うめ ―.風 に靡 くごつ薄 ぅ延 ぱす き―

ビラ とん 言 うが  そん くれ ― しき りゃ一 人 前 じゃな。

《5》 行李 弁 当

柳 ん細 本 を使 ぅち纏ん だ弁 当箱 ア ワ飯 が一 杯 つ ま って もヽ る。 /1■ さ

い梅 が 二 つ並 び 白黄 赤 の取 り合 わせ が よ い。風 通 しが ょ をヽか ら適 当

に水分 を 除 いて くれ  それで いて乾 きは押 さえ る。夏 の山仕 事 旅行

には欠 かせ な い入 れ物 。味噌 漬 けを脇 に入 れ て背 にか るえ ば  形 こ

わ れせ ず 食 後 の水 洗 い も簡 単 。人 間 の生 活 に奉 仕 して くれ る。

(6》 一汁一菜

米 ぅ売 っち生活す る 小作米を納めら残 り ぅ売 っち収入 は限 られ

も ょる。常 日ごろか るん質素 な生活が しい らるる。盆正月祭 り葬式

以外 は米飯ん生活 なんか考え られん。味噌汁 に季節ん猿け物 捨て

ぇ麦飯 に煮付 けでんありゃご瞳走。夜食はダ ンゴ汁が常食たまに驚

Jil魚  それでんバ ラ ンス も取れち ょつたんか 土 に生 まれ土 :こ 生 き

た人間の根本かん しれん。
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《7) 鏡 餅

嫁の里 に正月帰 りに持 って い く鏡餅 一 自分 ぬそん まま丸餅 に し

ち そん太 さが家ん財政 も解 るち言 うき。無理 しち作 った しもあつ

たそ―な そ リー鏡餅 は 日頃世話 にな った しや お医者 さんの家 に

も届 けよつた。長 ぅ置 くと固 ぅなるき早 めにヮラキ リじ切 っち 水

餅 した りす る習慣 もあ り 丸 い餅が 円満 じあ ったん じゃろ ぅ。

《8》 寒 の餅 つ き

寒 に入 っちついた餅はヵ ビが生えん ち言 う。 こん 日は早朝か る家

族が総 出 じつ くのが当然 の こと。つ きあ ぐる度 に座敷 に敷 いたム シ

ロに並べ るん は子供ん仕事。近所ん じが加勢 に くると酢醤油 につ け

たスス リモチ 竹や椿ん枝 につ けた花餅 も年寄 りしが作 る。 1日 正月

は一番寒 い類小作米 も出えち畑仕事 も一段落 そん頃ん餅つ きは風

物詩でん ある。

《9》 オハギ ポタモ チ

村 ん辻 じ圏諭 しょ る オハ ギ じゃ いや ボ タモ 千 じゃ。 い ろい ろ

説 l―■あ るが 言 い分 もあ る ごた る。春 に作 るのが ボ タ ンが あ る きボ タ

モ チ 秋 はハ ギが あ る きオハ ギ。 いや コ シ餡 が オ ハ ギ つ ぶ し餡 が

ボ タモ チ。 とか 。‐・…餅米 で作 るん が ボ タモ チ  うるち米 な らオ ハ ギ

とか  でん と構 え たのが ボ タモ チ 小 型 が オハ ギ … …

もち っ と… 。・ヽ大 型 が ポ タモ チ 塩 餡 が ォ ハ ギ  砂糖 餡が ボ タモ チ

白砂 糖 餡 が オハ ギ  黒砂糖 餡 が ボ タモ チ  と多 種 多 様 の見方 呼 び方

が あ る。 ボ タモ チ と餅 がつ くのが餅 米 を多 く入 れ たので 言 うの だ

ろ うが  レンギで つ いて柔 らか く して餡 を つ け る一 ボタモ チか も。
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《10》   湯つけうどん

盆 に尋ねた農家の奥座敷手打 ちの うどんが出された。温かい湯 に

つ けてあ るうどん胡麻の入 ったツユに 箸です くって食べ る。珍客

この食べ方が解 らないで困 っていた。『 こうす くいあげて食べて下

さい お湯 はお茶がわ りに』 と説明す ると遠慮す るといけないか

ら 下が った。

始 めは珍 しさとおい しさに思わず箸が進む 残 り少な くな り皆食

べては失礼 と『 お茶がわ りJを思 い出 し茶碗です くうと 一気 に湯

を飲み千 した。適 当な塩加減 とのぞ ご しに 残す と失礼 と固い こと

で した。

(11)  ブ エ ンが 運 ば れ て

籠 に入 れ られ天秤 じかたげち くる魚屋『 ブエ ンジャキ ドウナ』声

か け られち少 し食わせな―ち言 う。府内か る 4里 も離れち ょると

滅多 にブエ ンは食えん。味見をす りゃ高 ぅでん米 と変えち くるる。

久 しぶ リー身 にち―た自慢顔 じ食 うた しも ゆ う考えちみ りゃ高 ぇ

もんでん あ ったが。当時 としち ゃ最高 の味 じゃつたん じゃろ ぅ。

《12)  ウンスケ焼酎

盆が近づ くとウンスケ じ焼酎が来 る 纏め買 い徳利や ら瓶や らじ

分 ける。香 りが回 りに立ち こめち こぼす と『勿体ね―』酒好 きな ら

恨 め しそ うに見つむ る。盆 と正月 ぐれえはち買 うぬ通いにつ けち

年末 に払 うきなち回約束が出来 る。小作米が引 っば り足 らん ごつ背

にあれ もこれ も か るわされち ょる。 それでん焼酎ん口開 けん香 り

なん とん言えんな―。
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野津原波言蕪

付録 こぼればなむ



6… …人 … … NQ l 一華 和 尚

寛文年間の頃母が子宝 に恵 まれず に悩む挙旬 に 三夜の待 ち 日に

願をか けることに した。毎夜バケツに水を張 って生 まれ石の上で三

夜様 に祈 った。一心が通 じた 3年 3月 に して恵 まれたのが一華和尚

と言われ る。生 まれ石は本田に三夜様行事 も残 っている。

そ して笑 いとエ ピソー トも残 した人。和 尚であると共 に人の知 る

べ と して も 多 くのひとに慕われた。 ひつ そ り座 った姿か ら力持 ち

で激 しい世代を 駆 け巡 った人 とは想像 もつかない。『 トンチ者』

『 肝をつぶ したお殿様Jな どは有名。

m2 法 師 とヤカ ラ

法 師 とみて後つ けて行 く影二つ  『 私 に用事 なのか』返事 もな く

襲 いかか る 人 に嫌われ行 き場 もないか ら山中にこもつていた。 と

ころが散 々な目にあ った二人反省 したのか 自戒 したのか 再 び人 に

迷惑をか けぬべ く論 されたのか 回 りの崖 を切 り落 として高台を作

り法 師に そこに住んでほ しいと。崖下回 リー帯を このヤカラー族

で守 り 地域 の人たちと力を合わせて素晴 らしい里を。遊牧民が行

きづ まっての果てであつたのか しれないが 法師の教えを聞 き入れ

た正道 に戻 った心 もさすが。

L3 貸 した人 の心意気

貧 しさに二円の借金を申 し込んだ家屋敷を書 き込んで。で も利子

だけ押すのが精一杯 じ何年 も過 ぎた。で も利子 だけはきちん と払 う

律儀者 貧 しさを親子が しみ じみ味わい終戦戦後 に変動。二円の返

済 はす ぐ出来 る現世の相場 に合わせて 払 う事を相談 したところ二

円で結構 と言 う。 きちん と利子を払 った心 にご褒美だつたのか。
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NQ 4 山岡鉄舟の書

この人の書 いたのか高歩 と鉄舟の印がある。千葉周作 について武

道 の奥義を極めた 無刀流を創始 した人.幕末の立て役者 維新後

は静 岡 伊万里 明治 4年 には侍従 とな りあまたの要職を歴任 した

。その人の書が野津原 に。

L5 清正 公 の道徳

清正の後 に細川が入 った野津原 20年 あま りの領民 との 結 びつ

きが強 くて行政 に反対 つ いに細川 もその気持 ちを汲んで大切 に扱

ったと言 う。 その一つに清正公堂が あつて建設差 し止めであ ったが

解かれ和合が実 った。明治 に入 りいち早 く野津原神社を建てて

紙園神社 と合祀 された。清正公堂のある法護寺 の石垣は肥後方式 に

積 まれて いる。

NQ 6 浅内長者

浅内に長者が いて山の護 りか ら生活 まで すべて執 り仕切 ってい

た とか。情 けを乞 う人には門を開け仕事 に困 る人 には助け もした。

子供が絶えて山の向 こうか ら養子を迎えた。嫁 には地元でよ く育つ

た娘を添わせて幸せに暮 らした と言 う。 それ も今世で人 に施す こと

の報 いだろ う。長者屋敷 と して水を利用 した米つ くり 水 田開発や

広域住民の為 に力を注いだ との こと。

h7 牛を見 に来 る

馬屋ん前 に着飾 った二人が立つち ょる 牛 ぅ見 にきたち母娘 は

急 い じ家 に帰 る。嫁 ご見の こと じゃけん『牛 は気 にいつたかえ』

笑 いなが ら母 に誘わ るるまま座敷 に通 された。気忙 しくこしらえ
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た娘が茶を運ん じ入 る。耳元 ま じ赤 ぅしたそん純情 さが二人 にゃ気

にいつ た ごた る。

見送 リキ ドま じ出た娘 は家 に引 き返す と 不安 と嬉 しさが交差 し

ち胸 さわ ぐ『 せかんでんいいゆつ くり考え ち』母親 はまんざ らでは

ね― ごた る。父親 は仕事 じ夜話 に弾む じゃろ う。仲立ちが足 しげ く

通 いだ したな一ゆ うまでんねえ。

L8 親が そ しち家が

仲立 ちが 5回来 ち帰 り道 じ娘 にそ っと耳打 ち した『 どげ―な』承

知か との意味 娘 は黙 っていた。嫌 いではない親が決める家 と家が

関わ る 嬢 も親か る決断の言葉をいつ聞 くか待 って いた朝  『 どげ

―す るか』夕方仲立 ちが来 ることにな っち ょる。相手ん事 も母親か

る聞 いた 20を 過 ぎ早 い人 は里帰 りん姿 も見 た。乙女心は悩 ま しく

揺れち。

『 ど ぅしゅうか』『 ど ぅしゅうか じゃね ―好 きか好かんか』ぶ っ

き らぼ うに父 も 離 した くない早 く嫁がせたい 気持ちが複雑 にゆ

れ るの じゃろ ぅ。『返事 してんいいか』『 うん』え―と言 うた。

NQ 9 歩 く日近 く

『 お前好 きな人お ったんな』母 に聞かれ ち迷 うた。本当はお った

けん ど相手 は知 らん 親の反対 ま じと口に出せん まま。『 うん』お

もたい返事 に母 もどうにもな らぬ。『 あん しな らいいち思 うで』母

にそ う言われちやえ―と落ちつ いた。米つ きに水車 に行 くと友達 も

来 ち ょる『 あんたいいな』 うらや ま しか ったのか  『 うっと―いつ

までん残 る じゃろ う』『 そげな こつ』言 った ものの友達 に対す る心

くば りに過 ぎん。『 あんた晩の こつ―聞いた』『 ち ゃ―そげん こつ

―』 母 にそれ とな く聞いたが  ここでは言葉 ぉ濁 した。 クルクル

水車 は快 く音響かせち動 いち ょる ひととき。
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L10  祝 言 は第二 の人生

近所ん しにお茶入れす る目が来た 親戚んおばさんたちが加勢 に

来 る。頭つ きん魚 ぉ焼 き少 し濃 い目の化粧 もす る。着飾 った人たち

が昼過 ぎに揃 って屋敷 に着いた  『 長 い問お世話 になれな りま した

』何年前か この土地 に来た人たちばか り 同 じ気持 ちで迎え られて

過 ぎた年月。同 じ気持ちで送 り出す 女の運命 とは言え親の もとを

離れて 他家 に嫁 ぐそこの家族 にな る。やがて子供を生みその子が

嫁 ぐ社会の輸廻。

あん 日に牛見 に来 たきこげな祝 いに結 びち―た。全 く知 らん じと

夫婦 にな ることが運命づけ られち ょる。水車 じ羨 ま しいち言 う友達

もやんが ち相手が決 まり 自分以上 な幸せ者 にな るかん しれん。夜

ん こつ ―心配 しち くれたけん ど ゆ― した もん じそん時な りゃ相手

が  暗すみでん具合 ぅ………性 の悦 び も味わ うことが出来 る。
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野津懸散言蕪

憾録 こばればなわ



旧の 11月 の亥 の 日に豊作 に感謝 しち餅 ぅ供 ゆ る習わ し 多説 ま

ちまち じゃが感謝 しち来年 も良い年を願 う な違 いねえ。小作人 に

ゃ思 い通 り餅 もままな らん き せめて出来秋 ぐれ―は子供 にゃ一緒

に食わせて一親心か。 こげな行事を通 じち貧富ん差 を隠 したんかん

じれん。餅 じ豊作祝 う子供ん顔 は天真飼漫 .

亥の子槌 ぅ屋根 にほた りあげた り蜜柑や柿ん木 にぶ らさ ぐる 馬

屋 に吊す も ささやかな願 いを託 した素朴 な行事。地主 も日ごろ頑

張 る小作ん しに甘みの効 いた餅 ぅしこ― しち 背負 う子や ら病人 に

も持 たせ た。唄 う童歌 もさまざま じゃが 元は祝 い歌感謝の気持 ち

歌 じゃろ ぅ。悪 たれ歌は 日ごろの恨みか辛みか。

☆☆子供☆☆ 2… … マ マ ゴ ト遊 び

夕立雲が芝原ん上 に立つ と待 ちどお しい雨が降 る。あた りが暗 く

なつ たち思 うと筵干 しがセ ワシュウたたまるる。急 い じ納屋 にかか

え く―だ途端 に大粒ん雨 木の葉 に当た る音が耳 に。ママゴ ト遊 び

ん女ん子が可愛 いい手 じゴザ ぉ引つば りく―だ。軒下 :_飛 び込むん

とイチ ドキ ガラガラ雷がな りでえた。泥 ぅはねあげち降 る雨 に

野菜 も稲 もそ しち人間 もひと息つ く。 うらめ しそ うに空 ぉ見あげち

手 に したな ママ ゴ ト遊びん ご馳走ん シソん葉 に巻 いたカ ンナの

赤 い花が ひときわ美 しい。

☆☆子供★☆ 3… …手 ま り唄

あん た方 どこさ 肥後サ 肥後 どこサ 熊本サ 熊本 どこサ

セ ンバサ セ ンバ山にわ狸がお ってサ  ソ レヲ猟 師がア ミチャで捕

ってサ 煮てサ 焼 いてサ 食 うてサ  うまさのさっサ。無心 に唄
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なが ら手 ま り ぅつ く。童 たちん気持 ちはきつ と肥後文化の流れを汲

むのか 肥後時代を挟んで東 に西 に文化が流れた接点 じゃつたんか

知れん。三 っ組 した子供が袂を ヒラ ヒラさせ ち 時 にゃ子守 しなが

ら そん半纏 の裾 にテマ リ隠す仕種 は 風 こそ冷てえが微笑 ま しい

★★子 供 ★★ 4------ 58ffi

お大師 さまの施 しを皆 にと 春 はワラ ビん頃タケ ノコ ミツバ

サ ンシ ョウが入 る。お大師様を飾 った前 に香が立 ち子供が 接待 も

らいに来 る。子守 りなが らん子 にゃ肩越 しん子 に も。出か くる時い

拭 いち もろ―たか美 しい顔 ぉしち『 ほ ら二人分』世話役のバ ァサ ン

が握 らす る。『オ ーキニ』 口にいれち丸呑み したんか目を 自黒 させ

ち ょる。

自分 は食わんでん皆 に施す大師の心 にそ うよ う 接待す ることが

自分が人 に助 け られ るものである。般若心経を唱え る年寄 りたちに

は 素朴 な行事で も余韻を残 して受 け継がれ る。久 しぶ りに出会 う

ふれあいの場で もあ り。お互 いに健康を確かめ合 う一時か も。

★★子供★☆ 5… …塩 を つ けち

育 ち盛 りの子供 にや夢の世界がある 春先 にサ トガラ ギ シギ シ

青梅  トーマメをむ き カ ンネ マカヤは甘 ぇ ツバキん蜜 リン ド

ーん粉  ツツジ ガラメ 野 グワ グ ミ アケ ビ さては柿が色づ

くとち ぎり 稲が実入 りす ると トイモ ナス キユ ウ リと子供ん世

界 じや食べ るもんが多 い。清 め る為ん塩 じゃつたんか消毒ん為か

自然 の 中 に育 つ た子 供 は遅 しい。
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☆☆子 供 ☆ ☆ 6… …塩 ア ン餅

亥の子 につ いち廻 ると餅 ぅくるるきオ トシに ゃ はい りもうさん

ごつ な る。甘 い餡 もあ りゃ一 きな粉 ぅつ けたの 中にゃ塩餡 もあ っ

ち日ん こえた子供 は半分食 うとポイ。それでん塩餡餅でん作 るる し

はま ぁ幸せ て―げ―は子供ん貰つち帰つ た餅 ぅ 目を細めた親 も

お った もん じゃ。

☆☆子供☆☆ 7… …餅 ぅ欲 しが る

子 守 ぅ しなが ら親 ん帰 り ぅ待 つ な―当 た り前 ん生 活  まだ小 作 人

な恵 まれ ち ょつ た。祭 りでん正 月 でん餅 ぁ食 え れ たが  そん餅 も食

え れ ん子 供 もお った。子 供 た ちが夕暮 れ近 ぅな る とお富 ん側  辻 ん

道 じ遊 び喧嘩 しち はだ けた りん繰 り返 し。 Ellれ 際 に大 きい子 が こん

め え子 に『 餅 くれん か』 と要 求 す る。 こな され め ― ごつ小 走 りに家

に帰 っち二 つ 三 つ オ トシにせ り くう じ 弓Iき 返 す 。

こつ そ り渡 す餅 こん子供 た ちん夕 飯 ん足 しにな るんか  百姓 は ダ

ンゴ汁 でん腹 い っぱ いあ るが  それ が もう習 わ しにな っち親 も知 っ

ち ょる子 供 ん世界 。

★☆子供☆★ 8… …亥 の子唄

大 黒 さん と言 う人 は一人 じ俵 ふ ん ば っち 二 で ニ ッ コ リ笑 うち三

で杯 さ しお うち 四 っ世 の 中 いい よ うに五 っいつ でん ご贔員 に 六

つ 無 病息 災 じ七 つ 何事 ない よ うに 八 つ 屋 敷 ぅ買 い ひろめ九 つ ここ

に■ まっち 十 じとうとう納 まった ドッサ リ祝 うち ょくれ。
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☆☆子供 ☆ ☆ 9… … ホ ゥキ名つ け

男 ん子 が生 まれ た名 づ けに なつ ちが い と う名 前 が 出た。 ど リーす

るか迷 うた。古老 いわ く『 紙 に買 いち コ ヨ リに しちホーキ じ釣 りあ

ぐるが い い』 とん 由。集 ま った しが思 い思 い に書 くと コ ヨ リ ま

とめ ち座 ボーキ じ撫ぜ た。三 つ ち― たぬ ― ち っと揺 さぶ っち数 う減

ら しち 最 後 に残 った一つが 名 前 に決 ま った。

☆ ☆子供 ☆ ☆ 10… …おぼ こ娘

夏の訪れ にホタル ぅ追 い捕 まえた幻想的な灯を 自紙 に包ん じ窓

辺 につ る した。雪明か りとは又異 な った点滅す るホタルん光 に 美

しさを感 じる年頃 夢 とロマ ンが いつ しか現実 の物 とな っち 夜空

を眺め る。嬉 しさと不安が人生 の縮図 となるよ うな連想。

墓参 りん 日早 ぅ風 呂に入れ られユカタを着せて もらう。墓 まい り

にゃそげ―す る習わ しを護 っち来 た家の人 に 汗を流 しなが らなで

自分 はと ふ と思 う。精霊を迎え送 る大切 な 日だか らと言 う。人そ

れぞれ にあ るのだかなとも。

近 くじヒ トギまきがある。行 きたいで も行 けない。無理 にお願 い

した ら父親が不在 と断わ られた で もその父親が夕方早 く帰 って来

た。『 行 って よい』 と許 されて化粧をちゃん と して  『 ヒ トギ ヒラ

イは化粧 して』不思議でな らないが家を建て る人 に 礼を尽 くした

意味の由。
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野津懸波書蕪

付録 こぼればなじ



8… …労働   《1》 松根 il■ は国 の為

繁見城跡 には古松が風 にな り人の訪れ に土産のマツタケを 与え

ていた。 され ど古 くは戦 いの場で もあ り血 に染 ま り 歴史 に秘めた

花が ひつそ りと咲 きもす る。戦争末期 には燃料不足の代用 に松根油

を集 め る 婦人子供老人の姿が国策 に駆 り出されて 苦労の明 け暮

れだ った。松 の幹 に傷をつけて したた る液を集 め る。

乙女 のモ ンペ姿防空頭 巾が戦 に破れた無縁仏 に 勇気づ け られ る

よ うに汗 の滲む体 に鞭 うって 今 日も勝つための頑張 りが続 く。油

はあま り使われず じまいとか青春を犠牲 に した 若 く美 しか った人

たち も昔 日の夢が破れて 何が心 に残 っているのか……。

《2》 迫 田

僅かな水 も生か して使 う為の日んぼが迫 国 と言 う。家か らオ ヒツ

を運んでの農作業 の昼時に多 い田を数えてみ る。おか しい一枚足 り

ん ど……首をか しげて も一度指で 日で追 う。『 よ―い一枚ね―ど』

そげん はずは……ちゆ う見回 したところ何 とオ ヒツん下 に チ ョコ

ツと一枚 あつた。 それ ぐれ―狭 い国 も。

《3) 法泉寺橋工事

明 治 ん始 め に藤 本県道 が開通 しち法 泉寺 に も長 ぇ橋 が かか る。名

づ け ち法 泉寺 橋 じゃが諏訪村 ん村 長 が意 地 ぅ見 せ ち ふ と― な い い

橋 ぅか け た。西 大 分 か る馬車 じ運 うだ 白 い石  工事 ん人夫 が入 った

石風 呂 も今 で ん あ る。 そん 頃ん 金 じ二 万 円 じゃつ た きふ と―な工 費

。 石 組 み が美 しい橋 は下 か ら見 あ げてん素 晴 ら しい眺 め。

小 岩 戸  下 詰 向 と二 つ の石 橋 が あ るのん 当時 の石工 が技術 が い い

か ら じゃろ ぅ。
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《4) 青 タタ ミ入賞

昭和 3年 に大分県青 夕タ ミ品評会が あ り野津原か らの ものが 4位

に入 った。野津原 でん シツ トゥイが作 られち ょつたが 恵良 の縄工

場 じ作 った品がよか ったん じゃろ ぅ。重労働 じゃつたシッ トゥ作 り

でん嬉 しいニ ュース もあった。

《5》 荷 が おれ た

牛馬の背か ら荷を下 ろす とほ っとす る。大 きい行事が無事 に済む

と『 荷がお りた』 ち言 うの もきっと 安堵 した重荷か ら開放 された

か らだ ろ う。産が安か った 骨が折れた 苦が なか った なんか も

荷がおれたに結 びつ くごたる。すべてが 旨 く行 ったとも解 され る。

そん言葉ん交換 には相手をいたわ りその労 に感謝す る気持ち も。

《6》 99谷

食べ物欲 しさに人間 と約束 した鬼 は 99谷 を夜明けまでに 作 る

ことにな った。大水の度 に道がふ さがれ るのでの苦 肉の策である。

夜が うっす ら白 くなつたとき見て吃驚 した。 99谷 がやんが ち出来

あが る。土地ん しはあわてちバ ッチ ョロ笠を叩 き鶏ん鳴 き声をあげ

た。それを闘 いた鬼は我破れた りと断念 しち海を渡 っち逃げたとか

。水難か る護 っち くれた鬼 に感謝 し恩 は忘れん ごつ しよった とか。

《7》 半夏 至 水

雨ん少ねえ年 は天水がか りは田植えがでけん 七月になっちえ―

と俄雲 に乗 った雨が半夏至雨。 こん雨 じ田植え も畑 もウルォ ウきち

農家ん じも自然 も 拾 うた苗でんあ りつ きが いいち神様ん恵み じゃ

ろ う。
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《8) 水 けん か

土用前 に雨が降 らん と水 けんかが起 こる。水の取 り合いが思わぬ

発展 に も。井手尻 にゃ水がなかなかながれん き 上ん方 ま じシカケ

ニユ ク行 きえ―と来たかち思 うと す ぐ止 む る しが居 る。急 に止 ま

つ た き走 っち行 くとイ ビに栓が しち ゃる。『 くそ―』歯 ぎ しりしち

栓 ぬ引 き脱 ぐと反対んイ ビに藁 ぅつめ く―だ。

何回か繰 り返 しついに対決 にな った。鎌 ぅ振 り回 しオーコ じロロき

あい周 りん者が中に入 っちえ―と納 まった。一粒でんほ しい気持ち

秋 まで続 く宿命。

《9》 田植 え 唄

田植え準備 麦ん取 り入れ 雨になるとEE植え と続 く農繁期。 ま

さに地獄 その もの 早朝か ら夜星 ま じ……そげん時唄 うんが圏植唄

じ手早 ぇ しは調子 に合わせち倍 は植 ゆ る。牛馬 も植代がすむ と一斉

に植 えゆ るき―はかどる。『腰 の痛 さにこん田の長 さ』降れば濡れ

照れば暑 い水の中の仕事 にゃ 濡れ着物や半乾 き ぅ着 ることも。汗

にまみれて 50日 あまり そげな中に心慰 めち くるるか ら唄 うん じ

ゃろ― し それ じまた休 まることも。

《10) 配 水所

水 のわか され じ水喧嘩がは じまった。水 ぅちつ と―でん ほ しい

声が大 き ゅうな り遂 に大分か る巡査が来 た。 まつ白い服サーベルさ

げち…ど うや ら水不足ん原因は工事んセメ ン ト を横流 しした らし

い ごた る。水 のぼ りん多い事 も表 に出たが争 いん方向が代わ リ ホ

コう納 めた。 こんだ工事関係者が絞 りあげ らるる番 に 果た しち跡

味が よか ったか 水ゆえに悩み も多 い。
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(11》 小作 人 を

貧富の差が ひどかつた頃小作人を哀れんだ しがある反面  い じめ

た報 いを受 けた しも多 い。米ん出来が悪 い麦 じえ―と許 しち もろ―

た。長雨 もあつたが麦 もゆ う出来 米 もいい按配 に。田植えん間に

早 く地主 さんの家 に起 きち ょらん き い っとき待つ。用便 じそ りゅ

見 た地主『 こげ―早 ぅこしゃくな』 知 らんふ りじ玄関ぬ開けん じ

ゃつ た。

朝飯 も食わん じ来 たが納めにゃ家 に も帰 られん 待つ間に汗 は流

れ土下座 した足か らは無情 なアセモ も 連絡を受 けた家族や近所ん

じの協力 じえ―と納めた。戸板 に乗せち帰つ たが息 ぅ引 き取 った。

それか る…穀難辛苦 …子供 も成長 した。地主ん家 じゃ子供が生 まる

ると一年 ぐれ― じ死去す る。三人 も死んだあ と自分 も大病 になる。

『 人を い じめたのでは』祈祷師にまともに言われたとか 七年 もの

長患 いに苦 しんで去つた らしい。

《12) 石だたみ作 り

今畑 のかさてに山の石を利用 した石だたみが ある。奉仕 じ作 る道

じゃつ たけん ど念入 りに。名主 の検査があ っち働 き者が多 いき出来

ばえが いいち褒め られた。 ご褒美 に村芝居が許 され古老が脚本を書

き 周 りん村 に も案内 しち二夜の賑やか さ。石 だたみを通 るき踏み

じめ も出来 た。お花 も頂戴す る し道 は固 まる しさすが名主。

《13》 墓掃 除

盆の 16日 は墓掃除の習慣みんな じ話 も弾む。亡 くな った人の追

臆 も思 い出の場所 と して。都合 じこれん じや大 きい墓を持つ しや ―

そ こは思 いやいなが ら楽 しい一時に 心 も通 じ合 う。習慣が風化す
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.る な 一惜 しい けん ど共 同墓 地 な ら無 縁 になつ てん  誰 かが掃 除 も

香 の一 本 でん立 てて くれ る。単 独墓 地 に竹 の根 が ニ ョキニ ョキ じゃ

栄枯 の夢 も浮 かば れ ぬ。

《14) の ろ しと役割

のろ し台 に煙 りが上が ると船が入 る。鶴崎か る熊本 に帰 る行列が

着 くとす ぐ 久住 に知 らす る。苦役が あつ ま り行列の役割 も決 まる

が 一番先 に着 いた組は中心 の共周 り 二番手 はそん後の道具の運

び役 三番手は馬周 りの役 さ らに大道具 の運 び役 など到着 によっ

ち 内容 も苦労 も異な った。久住 ま じの供を しち帰 るな二 日目 家

ん仕事 は犠牲 に しち時代の移 り変わ りが忍ば るる。

《15》   町つ くりの人 た ち

宿場町野津原 も明治 に入 り急速 に人が集 まる。大工 か じ屋 下

駄屋 染物屋 江戸期か らの食料関係 の店 宿屋 と広が り生活 には

ことかかぬよ うに。歩 いて三里 は片昼仕事でそんな至便な土地だけ

に 店が並 び他地区か らの人の入 りもあ り 医者 も定着街づ くりは

さ らに進 み 寺小屋 勉学所 そ して学校え と。

《16) 茶を植えたのは

本田の一角にキ リシタン墓と見られるものが数多 くある。九州西

南部にお茶とキ リシタンとの関連をよく闘 くが 本田の城下周辺に

は茶が植えられている。本田の茶として名声をあげていた。諏訪郷

の文化の中心地であったろぅここに 二つの物があることは 当時

を忍 ぶ の に大 きい役割 を果 た して くれ る。
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《17) ムチ焼 き

正月飾 りを 10日 にさげて焼 いた火で竹先を焼 くのがムチ焼 き。

日植え時期 に牛馬を追い シビクそれで も怪我を しない……させない

思 いや り優 しさの現われか。牛馬 も家族 と同様 に扱 う農家にすれば

元気 に働 く願 いが  こめ られて もいる。

正月 2日 には山に行 くが『 初山』 と言 う。初 めて山の神 に挨拶 に

行 き一年の無事を念 じ 関わ りを大切 にす る心構えをす る。ナ ンテ

ン サカキを手折 って帰 る姿 には初春ののぞかな 風情が。

《18》  寒行

寒 に入 ると僧侶 の修行の一つである寒の行が は じまる。か く家を

まわ り経文を唱えてその家の無病息災を祈念す るとともに 自分 の

修練 も重ね る冬の行事。年が あけると無事 に終わ ったお札を配 る。

身を切 る寒 さ も修験の場では寄せ付 けない。降 るゆき に笠が隠れ る

よ うな 日に も仏の加護があれば こそ。

《19》   水車

凍 る間 もな し水車 とい うけれど ツララが輝 くよ うにこび り着 い

て いる水車 には今 日も早 ぅか ら荷物が来 る。賃 は現物か ら差 し引 く

か ら気 にな らないが 嫁入 りん決 まった娘が くると皆が喜び祝 い

励 ま して もくれ る。不安 もあ るが嬉 しさ もあるき もちがゆ う解 る。

『心配せんでん いい頑張らにゃ』声が弾むのに引 きこまれて『 うん

……Jと こたえ る横顔 に 初 々 しさが美 しい。粉をつけた頬 には紅

もさ して里帰 りす る頃は いい嫁 さん姿 じゃろ ぅと目を細め る古老

たち。水車 の音 と笑顔の優 しさが周 りをぼ っと明 るくしていた。
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小作米

古 くは地主 に土地を借 りた現物支払いで小作 と して 毎年納め る

物だ った。涙の出 るよ うな厳 しい年 年貢を負 けて くれた年 地主

懐深 さが小作人を時 と して悲 しませ る。小作人 も精一杯働 いている

田畑を守 って くれ る そんな心の通 う合 いが大切だ ったのだが。

大事 に して くれた地主 に農地解放後 も決 まって正月に米を送 った

と聞 く話 もある。

《20)

《21) 木挽 さん

おお きい割鋸が独特 なスタイル 大 きい松 なんかでん割 いち板 に

す る技術者 足場を組墨糸を ひいて寸分狂わぬ鋸の動 きは まさに

業 師。歯 にたまるヤニ取 りに ゃ石油を使 うが 木挽唄が聞か るる庭

先 にゃ オカ クズが小雪の ごづ鮮やかに散 る。

《22》   入れ薬屋 さん

富 山を は じめ薬 の製造元か らは泊 まりが け じ 入れ替え に来 る。

大 きな行李 につめた薬ん匂 いがす ると愛想 ゆ う 笑顔が こばれた

。使 った分を計算 しち代金を払 う す ぐ使え る薬 じゃき結構使 い計

算す ると『 そげ― もえ』ち言 いてえ ぐれ―飲ん じょる。すかさず子

供 に嫁媚 び喜 びそ うな風船ぬや ると 子供 は親 の心配をよそに戯れ

よる。『 もう昼 じゃ弁当使 いな―』『 そ ぅさせ ち もらお―か』少 し

方言 も混ぜちいや と言わぬ心配 りは さすが達人商人。『 ばあさん

甘酒 出 しゃいい』『 そ りゃ―お―きに私の大好物』そつのない言葉

巧み な話法 に薬代 の高 いのは もう忘れた ごた る。各地の情報 も話

す交流のア ドバイザー。隠密 に も利用 したとか しないとか……。
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9 神 仏 1 久住系 にあつた寺

か つ て地 福 寺 の あつ た所 は久住 山 の流 れ の末 端 で あ った所  久 住

を 司 る天 狗 が錫 杖 をふ って  その響 く末端 に堂 を建 て た と言 う。本

国 の ここ と川 を隔 て た向 こ う側 に 鶴 見 山か な流 れ 出た土 地 の末端

に も天 狗 が現 れ 川 を挟 ん で世 を語 り暮 ら しを按 分 した とか。 さ ら

に南 か ら阿蘇 の流 れが迫 り ここに三 つ の流末 が集 ま ったわ け。

2 智竜 の水

諏訪神社 に流れ込んでいる水 は諏訪の森か ら湧 いている。奥の院

の井戸 に も近 くに住む人たちの家 に も 石板の上を流れ下 って利用

されている。美 しい水を目に含む と大 自然の有難 さ も味わえ 木陰

を くぐって 日に吸 い込むと 長 い歴史の夢がパ ッと広が る。

3 光明が輝 いた諏訪の聖地

諏訪神社を奉 じて下向の際 この地 に着 いた時 員殻岳か らの光明

を受 けた。その光 る先が諏訪 の方 の 森であ った為  ここを鎮守の森

と した。一里の ところ近 くに引 き寄せたか ったのか 古 くは船 のつ

いた故事 もあ り員殻 などの地名 もロマ ンがある。

4 奥 の院 あれ これ

奥 の 院 は西側 にあつ たが まん前 に 乗 り越 え の 日向瀬 が あ って馬

の尻 が 見 え る為心 乱 し 馬 の事 故 が絶 え なか った。古老 が これ を知

るや奥 の院 を移 して以来  事 故 もな くな った。奥 の院 も諏 訪 の森 の

中を望 ん で い たが  それ は入 れ られず 山寺 奥 の院 にな った。
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5 諸仏集合地

ダムに手の届 くよ うな高台 に諸仏 の集 まり場所がある。ダム建設

の折 に水没地帯 となる地 にあ った仏 たち 古 くか ら人の願を こめ ら

れた野仏。移 り行 く世相を諸 々に語 っている。高貴 な形や素朴 な型

一つ一つ に昔 日の思いが甦 る。対岸下竹 田の一角 にも寄せ られた仏

が並んでいる。四季の山野草が咲 くこの地 には尋ね る人 もまば ら

山の持 ち主が手を合わせ草刈 りす るのか 時代 の流れの中で。

6 野仏

苦難か ら身を守 りそりその願 い叶つて奉 られた野仏 自分だけで

な く多 くの人 に祈つてほ しい気持 ちがあ って 奉 られ るのが多 い。

子供 の無事を念 じマイダ レや赤 いズキ ンも 野だか ら調和す る。風

雨 にさ らされて尚 人々の安 らぎを念 じる今 日も又。

7 南無地蔵菩薩

片草入 り回の一隅に地蔵菩薩が他伝 た っている。 ここでは特 に南無

地蔵菩薩 と刻 まれてある。大衆の悩みを救つたとされる仏熱心 にお参

りす る 女性が香を焚 き花を替えて いる姿 は無心 とも言え る。仏 の智

を うけて世 に尽 くす気持ちは ご利益が形 となつて現れたのか もしれ

ない。

8 鷲 が 城 の守 護神

毘 沙 門 天 は鷲 が 城 の守護神 で あ ったが  の ち西 福 寺 に移 転 され た。

12月 2日 3日 に は祭 りが あ るが  地 区 の人 た ち も守護 の恩恵 に預 か

りた い願 い も 込 め られて い るのだ ろ う。江戸 中期 の作 とか檜 つ くり

玉 眼 い りの仏 。 邪気 を踏みつ けて い る。
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9 記念大師堂

明治 35年 四国の霊場巡 りが出来ない人 の為 に 88か 所の札所

を作 り以来毎年巡拝す る記念 に 建て られた大師堂は原村の鳥井野

の高台。開設 には今市万生寺 入蔵 円福寺 大分臨済寺の住職が参

加 している。春の巡拝め ぐりは風物詩。 1日 霊山寺か ら… 8日 南岳

寺まで毎 日多 くの人が参加 して。

10 山峰経塔

経塚 と も呼ばれ るこの塔 は甲斐 の国の高僧が 経文 と法衣を箱 に

納 めて埋 めた と言われ る。山峰生 まれの人が京都修行中に甲斐国に

要請 されて 武 EE信玄の書提時あ る恵林寺 に入 ったとか。

88か 札所越 り11

大 正 9年 に建 て られ た大 師堂 《9

巡 りは み な白衣 に巡礼 姿 の人 た ちが

を鳴 ら して般若 心 経 を 唱え なが らの

持 ちの男 女 が コ ロを敷 いて 弓|い た と

もため息 い っぱ い。高 さ一 丈 八 尺

に関連 》 を基 地 に春 の 88か 所

レ ンゲ  ナ ノハ ナの野 道 に鈴

8日 聞。 記 念碑 の一枚 岩 はカ

言 う。 一寸 ず りの動 きに見 る人

重 さ 3000貫  幅九尺 。

12 コ ウ シ ン塚

地域内 に肺病が入 らぬように そん な願 いを こめて建て られたで

あろ う。鶏 と猿 それにコウシンが掘 られた碑 古 くは肺病 に悩 まさ

れての厄 よけ。地域 に入 るのを恐れて神仏 に頼 る心の現れ。世 の う

つ り変わ りに祭 りの形 に した時代 も。かつてはみんなの願 いが込め

られて いた事を寺僧が 代役 と して奉仕す る。石 に掘 られた石仏を

見 ると言葉 には出さないが無病息災を念 じているよ う。
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13 逆 修墓

太恩寺 に石垣 原戦争 を前 に生 前 に建 て られ た墓 。 厳 しい覚 悟 の心

で後世 に残 す死 を決意 した 人 の気 持 ちの現 れ。慶長 5年 に建 て ら

れ たが 石 垣 原 合戦 の 2か月前 の こと。 なで ど う して誰 が こ こに建 て

た のか  大 きい石 を使 しヽ…語 って は くれ な いが 。

14 毘沙 Flま つ り

当番が集 まり接待用のケ ンチ ン汁を炊 いて参拝者 に。城の焼 け落

ち と共 に恵良の田んぼ脇 に やがて西福寺山門脇 に奉 られて以来

厄除け火伏せ五穀豊饒を願 って奉つたとの こと。財宝招福子守戦勝

も霊験 あ りとか  12月 の行事 は農繁期の節 目の頃で もあ り 手近

な材料 を使 って栄養価の高 い食べ物 の接待 貧富 の差のない平等 の

心 も。

15 加藤神社の鳥居

野津原神社 は明治 4年 に平野祇園神社 と 法護寺の加藤清正公霊

を合わせて奉 ったのがは じま り。郷社野津原神社 となったが鳥居 に

加藤神社が一基 ある。か って加藤領地か ら細川領地 に変わ った時

細 JIl式 施政を入れたところ加藤系の豪族が 行政拒否にあつた こと

もあ り 加藤清正 に対す る力があま りに も強 くて。そんな じ史実が

この鳥居 に も現れたのでは。

16 地 蔵様 の マエ ダ レ

辻の地蔵様 に又赤 いマイダ レがかけ られて いる。多 くの願 い託 し

て供え る花や菓子季節の変わ り目には 赤 い ヨダ レカケが ょ く取 り

替 え られていた。僧の赤 い衣 に共通す るとか赤 い衣をつけ 願い ご
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とを念 じて ほ しい気持ちで 目につ く場所 に建てた人 も多い。

17 宇曾山修験場

武芸百般 によ く使われたが 1400年 代の熊谷指南は 剣だけで

な く棒 槍 と各方面 にわた っていた。昼の仕事 の忙 しい小者 たちは

夕方 の時間 に駆 けつけた。門下生 は地元 のほか大分 谷 別府 など

も。又指導 された こと一済漏 らさぬ事 の念書 もあ り 武芸 は大正 ま

で続 き 戦前 の出征兵士の護身用 に指導 も。女人禁制の山の掟 もう

なづ ける。

18 め ぐす不動

め ぐすか る入蔵え行 くに ゃ坂道 ぅ上 ると不動様が ござる。全てん

悩み苦 しみ ぅ聞いち くるる。大 日如来 の化身 とかそん頭 に置いた岩

に樫ん木が根を張 っち ょる。すが る人ん思 いを叶えち くれたのか

今 日も香が タナ ビキ花が替え られち ょる。木陰の坂道 と赤 い不動岩

コ ン トラス トがゆ う調和 しち ょる。

19 千巻心経

近所ん じ子供 も集 まっち千巻心経をあ ぐる。 10人 集 まりゃ百回

じ千巻 になる。約 5時 間 ローソク線香を継 ぎ足 しちは じめは調子が

いいが 途中か るス ピー トも落つ る。足が痛 ぅな り声がかれち もう

一息 いれ にゃ。汗が人間の幅を採点 しち修行ん厳 しさが解 る。え―

と千巻がすむ と満足感 と果 た した心の潤 い。
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20 糸棚観音

庄内か ら現在の場所 に移 りたい夢枕 に立つ た観音菩薩。家族が知

らぬ間 に予知 したよ うな時間 に 奉持 されち鎮座す ることに。霊験

あ らたか じ参拝者が多 く難病 も加護 されて 近 くの医者が迷惑 した

のか訴え じ観音 は捕 まる。 ところが難病が発生大分の高貴 な僧が身

を呈 しち 訳を き くと牢屋の観音菩薩の告 げ と言 う。

早 々に元 に場所 に返す と立 ち所 に 病人 も平癒 したので爾来観音

書薩は現地で奉 られ ることにな った。

神仏 の物語 は沢山聞 き 資料 も見せて

頂 いたが奥が深 く架空な問題 もあ って

20だ けに しま した。言い伝えや又聞 き

もあ りますが 案外知 られていない事や

気づかぬ物 など 野津原には記録の文献

が少 ないだけに 参考にな りま した。

再度調査の機会 には面 白い物を堀起 こ

して 文献 と して く架空で もよい》残 し

て置 くことも大切 と思 います。ふ るさと

に残 る物語 は先人 の苦労 努力 によつて

生 まれ育 ち受 け継がれた 大事 な宝 だ と

お もいま した。
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野津原数言窯

髄録 こぼればなむ



☆ 10★   夢 と ロマ ンを求 め て  1 瀬戸 の砂 ま き

杉木立 ちの夜道を一人歩 くと砂 まきが出 ると言 う。怪物 のいたず

らか物取 りか それ とも動物 の うごめ きで落 ち るのか。火山灰地の

多 い瀬戸 は風 に も灰土が舞い 人の心を悩 ませ る。灰土穴の地蔵様

は惚れ地蔵。好 きな人 にその灰をかけると願 い叶 うとか 乙女心を

くすぶ るよ うな伝承は 幸せ になつた人が きつ と伝えたのだろ う。

2 肥後領飛 び地

参勤交代 には小倉経由 もあ るが野津原経 由で 鶴崎に出 るのが一

番利用 された。で も岡領 天領など も通過す るか ら予算 もか さむ。

で も飛 び地 なが ら大半は自国領だか ら 行列の組方 も工夫が され

て経費の削減 も出来 た。 ソバの馳走や応分の寄贈 など時 と して心

の交流 も。飛 び地だか らと粗末 にはせず にむ しろ大切に施政  が

領民 の生 きが いに も結 びついていたよ うだ。

3 水番小屋のモ クセイ

水を護 り公平 に分配す る場所が水番小屋 秋 には香 ぐわ しい花

モ クセイが匂 う。疲れを癒 し心を和 ませて夏の暑 さが少 し減 ると

季節を満喫 させて くれ る。水喧嘩 もEl諭 した 日も過 ぎれば米を

作 る為の苦労。そ クセイはそんな歴史を見 なが らそんな運命の

農家 に同情 し今年 も秋の実 りを迎え るよ うだ。

4 清正公 の御輿

7月 24日 は清正公の命 日に若者 に奉仕 されて 地区内を巡行

す る祭 りがあ る。僅か 30年 余の施政者 に敬愛 の心が通 じ合 う

今 も盆 に帰 らず と も祭 りにはと人の心が 生か されて もいる遺徳
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に幸 せ も感 じるのだ ろ う。幻 想 的 な提 灯 の灯 に映 し出 され る姿 に

故 郷 のす ば ら しい夏 の 喜 びが味 わえ る大 山車 との共演 。生 きた

人 生 哀 感 が嬉 しさに転 嫁 され て 心 も弾 む祭 りの夜 。

5 カ ンカラ餅

日ざ しが厳 しくなると祭 り行事 に餅がカ ンカラに乗 る。素朴 な

姿 の香 り長 い問受 け継がれた生活の知恵。殺菌力 もあ り夏の香 り

が食欲 もそそる。他の物 に もつかないか ら 《迷惑かけぬ装 い》心

に くい。葉 っぱは生食 して も胃腸の為 によいとか 夏の食あた り

よけに もなるとか それを合わせて差 し出す心配 りまさに故郷 に

根づ いた 人情 その もの。黄色 になるのは薬効で味の引 き立て役

:こ も。

6 鬼 と天狗の名勝負

雨のふ る度 に畑が荒 るる 古 くか ら住み着 いち ょる天狗 は心痛

めち ょつた。空腹 じ山を下 りち田畑を荒 らす鬼 ぅ見 ると天狗 は一

計を案 じた。一晩 じ100本 の谷 ぅ掘 りゃ食 い物 い不 自由させん

ち 約束 した。 び っくりしたな夜 に 99本 掘 りあげちあ とす ぐ

出来 あが る。天狗 はたまが ?ち トキん声 ぅあげた。『 しもうた』

鬼は負 けたち思 うといさぎゆ う山を下 りた。天狗 は居てほ しいち

言 うたが勝負は負 けち 本当の勝者は誰

7 芝か き払 う

小雪舞 う山でのカズラ引 きは辛 いが生活 の糧の 青年 は今 日も

山にはいる。雪道を トボ トボと見すぼ らしい老人  もう何 日も食

べていない風体。腰を下 ろ した老人 に近づ くと粟飯を勧めた。固

くな って 旨いとは とて も それをいかに も旨そ うに食べ る老人。
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残 りも無理 に一つ持 たせて見送 った。坂の下 までつれないlllれ よう

と振 り返 ると  『 せめて ものお礼です』 と雪の積 もったクボを指

さ した。す― とか き消すよ うに消えた老人 ……言われたクボに行 く

と山 芝か き払 って見 るとカズラが山ほど積 まれていた。神か仏か

あ とを じっと見や って両手を合わせた。

8 カ を貫 った男

宗方弾三が宇曾山に仏像を運ぶ ことによって力を授か った。一丁

ごとにある仏像 は一体十貫 ぐらい一夜 の うちに運 びあげた。始めは

オモ シロ半分 にせが ったが 本人 は真面 目に運 ぴ LLEし たので もし

力を授か らればどうしょう と心配 した。運 び終わ り本殿前で『 こ

れか ら大阪 に行 き相撲 とりになるので力を ください』 と懇願 して

上阪 した。やがで出世 して当時そそのか した人 たち も恥 じたとか。

9 七 議 の友

明治 40年 4月 に発行 され た 2号で 中止 にな ったが  当時 の諏 訪

野 津 原 が合併 して大分 郡 内一 の広 さ 人 E16000人 と記録 。 農 会

長 は佐 藤軍 八  助 役 は小野 応 倉  『 七 瀬 の橋 』 と題 した詩 もあ る。

その ほか通 信  医学  青年 会 の余 興  当時 の社 会 面  人 情 の一 面 も

理 か せ て いた。

10 双石 城 今昔

東 北 面 に高 い崖 繭 は土 の谷 で敵 を 防 ぎ落 ち な い城 で あ った。世 相

の移 り変 わ りに人 の動 き も変 わ り かつ て の城 も戦 火が繰 り返 して

情 勢 が変 化  やが て 出域 の役 だ け とな り自然 役 目 も少 な くな った。

わ ず か に土畳 の残 る跡 が昔 日の物 語 を語 るよ うに。
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11 砂礫岩

吉 熊 か ら下 谷  安 友谷  塚 野 谷 にか けて は砂礫 岩 が多 く 古 い時

代 に阿蘇 噴火 の あ と隆起 した もので あ る。大字 野 津原 あた りは海 で

あ った。 この あた りにのみ多 く見 られ る石 の集 ま りには 磨 くと誠

に美 しい もの も入 って い る。長 い間 の地 中生 活 か ら熱 せ られ隆起 し

た とす れ ば  吃 驚 して美 しくなつ たので は。

12 方 言 の中 の言 葉

里 の方 言 の語 尾 に『 な あ』 と少 し上 げ る使 い方 が あ る。海上 を通

じて瀬 戸 内や京 文 化 の影響 か 竹 田岡領 の今市 か ら入 った言 葉 か

小 藩 分 立 の豊 後 の 中で美 しいこの,語 尾 の あ る言 葉 は 方言 の 中で も

優 しく人 に呼 びか け るよ う。『 ぬ くい』 と言 う言 葉 は京方 面 で も同

じとか  早 くか らの文イLの 流 れ も伺 え る。

13 清正 公 の大 山車

豊 後 三 大 祭 りと言 われて賑 わ う 迷 惑 か けな い よ うに郡役 所 に区

長 連 名 で届 けを 出す と 当 日役 人 が 出 ruIし た大 山車 の引 き立 て。 囃

子 踊 りの届 も 宵 祭 りか ら二 夜 事Iき 立 て子 供 の太鼓 三 味 と子 供歌 舞

伎 の上 演 。戦 時 中 は弓lき 立 て も中止 したが戦 後 復 活 した。

日露 戦 争 の戦 勝 記 念 に作 られ素 晴 ら しい飾 りが施 され て い たが 。

14 御座岳 に剣

九州平定 の帰 りに日本武尊 は御座岳 に立 ち寄 リ ー夜を過 ごし祠

を作 り剣を納めた。 その剣は後障子岳 に移 し宇曾社の創建 と共 に

社 に納 めた とか 当時の思 いを こめて御座岳 には祠が残つている。
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15 地 か ら生 まれ た宇 曾 山

昔 山 ゆれが あ り突然 ニ ョキ ツ と地 面 にせ り上 が り あれ よあれ よ

と見 て い る うち に丘 が 出来 た。 それが毎 日の よ うに背伸 び して姿 の

い い山が 出来 た。 ウ ドウム ドウ した き宇 曾 山 になつ た とか。砂 礫 岩

地 層 は底 に穴 が あ るので は と心 配 す る そ こ じ温 め られ ち別府 に出

ち ょる とか。

16 天狗 の住む山

山の中腹ん松ん枝か るヒラ リ じつ と見据え ると又 こっちん木か

る ヒラ リ。次ん 日古老 に話す と天狗 さんぬ見 たんか 力がつ くど

ち言われ た。吃驚 した若 い しが藁打 ち石 ぅ抱え上 げた。なん とラク

に。やつ ぱそ うじゃつたんかち。病人の声 ぅ聞 くとスーと現れ病気

ぅ治す  そげな修行を しよったん じゃろ ぅ。

17 鶴 見 山

『 鶴 見 山が宇 曾 山 ぬ嫁 にほ しい』 申 し出が あ った。集 ま っち相 談

湯 布 山 に断 り ぃ行 くと急 に泣 き出 した。 そん 涙 が地 に入 り熱 い場 に

な っち地 上 に噴 き出 ぇた。切 角 ん 話 に受 入 れん じゃつ た宇曾 山 に ゃ

湯 はで らん ままに な った。夫 婦 に なつ ち ょれ ば こつ ちにん湯 が 出 た

か ん しれ んが 。

18 夜ばい

年頃ん娘がお ると夜 にゃ男 しが忍 び こむ。親 もそれ とな く見 ち気

に入 る相手 な ら黙認 もす る。習慣が時 には追 いまわされた り反対 に

親が  セガ ヮ レタ リ肥桶 に足 ぅつ っこんだ り。雨戸開けるに小便ぬ

しか けた り嬉 しさと不安 と娘心 は揺れている。

-57-



19 神楽の練習 した場

実五郎 は神楽を習 っての帰 りに大峠で練習を始めた。 5日 あま り

泊 ま り込 み じゃつただけに早 ぅ皆 と覚えに ゃち。基本は同 じでん組

合わせ じ仕上が りが違 うち くる。纏 めあ ぐると 3日 ほず眠つち しも

ぅた。道具衣装 も何 とかでけたき地区ん しに披露。神楽社 も作 り野

津原神社 の宮神楽 と しち 引 き立てち もろ うた。

20 バ クチ穴

昔鬼が住んでいたと言 いふ らしち人の行 くんを止めち ょっ た。谷

くぼにホラ穴があ っちタイマツん灯 に映 し出されち 穴 バ クチが始

まる。近 くん年寄 りが集 まる場 じゃ諸肌脱 い じ 遅 しい男 たちが勇

ま しか った じゃろ う。地域ん世話 もゆ うした学 も財 も価値観 もある

しの じょうん ごた る。

21 名前 ヲをつ けた一本の矢

上詰ん高台か る下詰 に向けち矢を放つた。広大 な土地 にゃまだ名

前がね ― き 下 に詰 るき下詰 矢の羽が落ちた き原村 矢が落ちた

き矢の原 竹が落ちた き竹の内 大 けな田が あ った き大 田 物 ぅ貯

めた倉が あ ったき岡倉ちつ けた。そん まま野津原 に落ちた ら矢着 く

とでんつ けたかん じれん。 そ りゅう見 ち目を こす ったき め ぐす

になつ たかん。

22 酒は白鶴

倉 にモーソー竹が立つ と酒の仕込 みが始 まる。矢野原の酒屋で例

年 のよ うに寒酒つ くりが若 い しによ り進んで いる。樽 につめ升 じ計

る酒徳利 ぅ小脇 に抱えち子供が買 いに行 くと 草履ん音が響 く道。
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湯気が たち酒独特の匂 いに馬車を引 く人 たちがつ い 足を とめ る

。角 うち じグーと一杯弓|っ かけち温見 に上つ ち行 く。馬 もゆ―知つ

ち ょつ ち飲みつけん店屋ん前 じゃ立 ち止 まる。店ん しもそ こは心得

た もん 馬 に もち ゃん とニ ンジンや るな ぁ忘れん き。

23 落人たちの夢

源平の戦 に破れた多 くの人が住み着 いた それを機会 に武士を捨

て土造 りに変わ った人たち.プ ライ ドは心 の奥 に秘めて同族同志 は

祭 りに集 ま り す ぎ し日を忍ぶ。遠 く離れた第二の故郷 とな った地

に 小作や苦労の繰 り返 しに も甘ん じて。先祖祭 りに舞 う一時 には

武士の魂 もモ ロにさらけ出 して。里人 とのふれあいも自然 と進む。

盆踊 りの功徳 に先祖を敬い 時時の節 日にきちん と供養をすれば

自分 の意気様 もやがで納得 も出来 るのだ ろ う。古 きを捨てさら勇気

も時 には必要 だか ら 重荷 にな らぬ生 き方が 自分の幸せ も約束 して

くれそ うだ。人間一人の力は弱 い もの人 に支え られて生かされ る

か ら た った一度 きりの人生を大切 にす ることが  自分 も大切 にさ

れて いる事 になる。

あれか ら何百年 も過 ぎた過去 は 思 い出の花 ロマ ンと して夢 に託

して  これか らの人生を有意義 に過 ごす ことこそ 幸せ人生だろう

と故郷の景色 自然美 しい人情 に 甘えていつ まで も心豊かに生 きた

い ものです。素晴 らしい故郷 に巡 り会 う宿命 それは貴方の運命が

そ うさせ たのです。感謝 して明 日は今 日よ りしあわせに。
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あ とが き

ご愛 読 誠 に有 り難 うござ い ま した。 これ か らこの種 の研 究

収 集 な どを され る方 々の お役 に立 つ とす れ ば この上 な い

幸 せ で す。 お気 つ きの点 が ござ い ま した ら ご指導 頂 きま

す れ ば  これ か らの調査 に参考 とさせ で頂 きます。方言 の

温 か い想 い出を そ っと抱 いて。

方 言 調 査 会編集 一 同

暑 さ にへ たば りなが ら冬 の寒 さ に  ヨダキ ーナエ  と愚痴

も出 た けれ ど 足 掛 け 7年 F.l頑 張 った集 大 成 の F方言集 』

振 り返 ると多 くの人 の代理 で  ま とめ た に過 ぎない取 り組

み作 業 で した。故 郷 の重要 資源無形 文化 財 が消 えて しま う

直前 の機 会 に恵 まれ て調 査 した 生 きて いた証 を残 す

そん な悦 び も感 じて います 。

集 め な けれ ば消 え失せ る時  出会 ったの も宿 命 で したが

そん な企 画 に 影 か ら多 くの人 が支 援 協 力 して くれ  目的

を完 成 させ た嬉 しさは 金 や物 で は変 え られ な い宝 です 。

故 郷 の夢 と ロマ ンと して残 るさ まざ まな言 葉  物語  諺

伝 承  民 話  唄 な どこれか らも大 切 に 守 り育 てて行 きた

い もの です。史 実 にないか も しれ な い 違 う事 か も しれ な

い 本 当 は こ うだ よ。 そん な ご意 見 もあ るで しょう だが

調 査 収 集 の 中で心 に暖 めて いた話 題  思 い 聞 き伝 え な ど

は  そ の方 の心 を大切 にその まま記 述 しま した。 それ も夢

が あ り故 郷 を愛 す るか らで しょうか ら…・・・

方 言 調 査 会 編 集 責任者
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